
広報誌に

広告を掲載
しませんか。

この機会に「広報きりしま」の有料広告をご利用ください。
● 掲載できるもの 広報きりしまの公共性を損なわないもの
● 掲載できないもの �法令などに違反しているものや風俗営業・ギャンブルに係るもの、政治活

動・宗教活動に関するもの、市税を滞納している者など、市が総合的に判
断して適当でないもの。

● 掲載箇所 ・広報誌上旬号／裏表紙一面
� ・お知らせ版　／１ページの５分の１段
● 広告掲載料 ・広報誌上旬号／200,000円
� ・お知らせ版　／ 50,000円（１枠）
● 申込方法 �・原稿は、掲載希望者が作成することになります。広告の原稿は、掲載希

望広報誌の発行日1か月程度前までに申込書（広報広聴課にあります）を
持参の上、広報広聴課までお問い合わせください。

� �　提出された広告案の内容は審査し、広報誌への掲載可否をお知らせしま
す。審査に合格した広告が応募件数を超えたときは、抽選により決定します。

 ・住所要件は特に問いません。

◎ 問い合わせ先 広報広聴課広報グループ　☎（64）0955

　「広報きり
しま」に有料

広告を掲載し
ます。

そこで、広告
掲載してくだ

さるかたを募
集し

ます。現在
、発行部数

は 47,000
部、年

22回発行し
ています。毎

月２週目の火
曜日

に発行してい
る広報誌はフ

ルカラーで、
４週

目の火曜日
に発行して

いる広報誌
は２色刷

りとなります
。多くの市民

が目にする広
報誌、

市内での宣伝
効果は大きい

といえます。

４月19日　午前６時12分　溝辺町三縄（木佐貫原）
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霧
島
は
標
高
差
が
あ
り
、
寒
暖
の

差
が
大
き
く
、
霧
が
発
生
す
る
た
め
、

う
ま
味
の
あ
る
香
り
高
い
お
茶
が
で

き
る
生
産
に
適
し
た
場
所
。
そ
の
お

茶
を
霧
島
ブ
ラ
ン
ド
に
し
よ
う
と
い

う
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

茶
業
振
興
会
が
合
併

３
月
19
日
、
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
で
霧
島
市
茶
業
振
興
会
の
設
立

総
会
が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
数
は
２

３
９
人
で
、
内
訳
は
溝
辺
１
１
２
人
、

牧
園
65
人
、
国
分
24
人
（
福
山
１
人

を
含
む
）、
隼
人
16
人
、
横
川
12
人
、

霧
島
10
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
総
会

で
は
、

１
．
会
員
の
生
産
技
術
向
上

２
．�「
霧
島
茶
ブ
ラ
ン
ド
」
確
立

に
向
け
て
の
活
動
強
化

３
．
組
織
活
動
の
連
携
強
化

が
重
点
推
進
事
項
と
し
て
決
議
さ
れ

ま
し
た
。

県
内
４
番
目
の
お
茶
産
地

お
茶
に
は
優
れ
た
効
能
が
あ
り
ま

す
。
カ
テ
キ
ン
類
は
血
圧
上
昇
の
抑

制
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
抑
制
作
用
、

虫
歯
予
防
な
ど
。
テ
ア
ニ
ン
は
緑
茶

の
う
ま
味
成
分
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
茶

に
は
不
発
酵
茶
（
緑
茶
）、
半
発
酵

茶（
ウ
ー
ロ
ン
茶
な
ど
）、発
酵
茶（
紅

茶
）
の
３
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
緑
茶

に
も
番
茶
、
ほ
う
じ
茶
、
玉
露
な
ど

数
種
類
あ
り
ま
す
が
、
煎
茶
が
緑
茶

の
代
表
で
一
番
多
く
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
県
内
で
４
番
目
の
生
産
量
と

栽
培
面
積
が
あ
る
霧
島
市
で
も
こ
の

煎
茶
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

霧
島
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
て

昭
和
12
年
に
当
時
の
文
部
省
か
ら

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
日
本
一

の
大
茶
樹
が
牧
園
町
下
中
津
川
地
区

に
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
こ
れ
を
挿

し
木
に
し
た
２
代
目
。
こ
れ
は
樹
齢

３
０
０
年
以
上
と
い
わ
れ
た
初
代
の

木
が
昭
和
20
年
に
枯
死
す
る
前
、
勢

い
の
あ
る
新
緑
の
若
葉
を
つ
け
て
い

た
こ
ろ
に
挿
し
木
に
し
た
内
の
一
本
。

た
だ
現
存
す
る
中
で
は
同
町
持
松
地

区
の
久
留
秋
也
さ
ん
宅
の
庭
に
あ
る

木
が
一
番
大
き
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
霧
島
市
は
過
去
に
天
皇
賞
、

農
林
水
産
大
臣
賞
、
産
地
賞
を
受
賞

し
、
昨
年
９
月
に
は
第
60
回
全
国
茶

業
品
評
会
で
再
び
産
地
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。

気
候
や
歴
史
、
過
去
の
実
績
の
点

か
ら
み
て
も
、
霧
島
茶
を
ブ
ラ
ン
ド

香
り
た
つ
霧
島
茶

霧
島
ブ
ラ
ン
ド
へ

会
員
の
気
持
ち

一
つ
に

溝辺で生まれ育ち、高校を卒業後、
県外で建設の仕事をしていました。

長男だったからいつかは帰って農業をし
ようと思っていましたので、28 歳のとき
にＵターン、父のやっていたお茶を一緒
にすることになりました。今年で29年目、
60㌃だった茶畑は今では10 ㌶になりま
したが、契約している農家数は昔 27 軒
ありましたが、今では５軒だけになりました。
お茶作りの難しいところは、気象に左
右されること。だいたい前日に気温が８
度まで下がると霜の対策が必要で、夜
10 時から12 時の間に見回りをします。
霜の心配はありますが、それでも霧島市
は適栽地です。山麓の冷たい風が吹き
降ろし、寒暖差が大きく、この温度差が
お茶の香りを引き立たせてくれます。
霧島茶ブランド作りのためには一定の

品質、一定の量を常にお客さまに提供で
きることが大切です。そのためにもこれか
ら振興会では研修会を開催し、お茶の
出来を評価する求評会を開き、お互いに
勉強していきたいと思います。そしてみん
なの気持ちを一つにまとめるために頑張
ります。

霧
島
市
茶
業
振
興
会
会
長

蔵
園 

和
寛
さ
ん

最
高
の
技
術
で

最
高
の
味
を

農作物は寒暖差があったほうがおい
しいものができます。その点で言

えば霧島山麓に広がる霧島市はお茶に
適した土地といえます。
農政普及課のある加治木合同庁舎に

来て３年目、営農指導や新しい技術を提
供したり、病害虫駆除の相談を受けたり
しています。
お茶は挿し木で育て早くて４年、普通

は５年くらいでお茶を摘むことができるよ
うになります。一番茶は４月中旬から５
月中旬、二番茶までの 43日～45日の
間に肥料を与えたり、きれいな芽が出る
ように「整枝」と言って枝を刈り込んだり
します。三番茶は7月初旬から7月末ま
でです。8月、9月は枝を伸ばし10月に
刈り込み、また次の年の一番茶に備える
のです。秋から冬の間には、生産者を対
象に研修会や若手の勉強会などをやり
ます。
先日、あいら農協がペットボトルの「き

りしま茶」の販売を始めましたが、霧島
茶の名前を広く知ってもらうためにはいい
方法だと思います。でもリーフ茶のおい
しさもお忘れなく。

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
農
林
水
産
部

農
政
普
及
課
技
術
主
任

畑
添  

博
さ
ん

体
に
良よ

か
お
茶
の

美う

味ん

しま

いか

入
れ
方

お茶には主にカテキン類、カフェイン、
テアニンが含まれており、それぞれ

発ガン抑制効果、覚醒作用、リラックス
効果など、さまざまな効能が期待できます。
お茶をいれるときはうま味成分である

テアニンを損なわないよう、渋味成分の
カテキン、カフェインとのバランスをとるこ
とが大切です。好みは人それぞれですが、
熱めのお湯でいれると渋味が、ぬるめの
お湯ではうま味がでます。上級煎茶の基
本的ないれ方は、ゆのみで冷ましたお湯
（70℃）１人60㍉㍑×人数分と、茶葉１
人２㌘（ティースプーン１杯）×人数分を急
須に入れ、１分待ちます。各ゆのみの濃
さが均等になるように少量ずつまわし注
ぎし、最後の１滴まで絞り切るのがポイ
ント。そうすると２煎目、３煎目までおい
しく飲めますよ。あとはお好みで茶葉の
量、お湯の温度、待ち時間を変えて自分
にあったお茶のいれ方を楽しんでください
ね。新茶は少し高めの湯温で早めに注ぐ
と新茶時期だけの若葉のすがすがしい香
りが引き立ちます。お茶の楽しみ方教室
を通じて、子どもたちにもお茶のよさを広
めていきたいです。

日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

竹
ノ
内 

裕
子
さ
ん

あ
い
ら
農
協
は
、
霧
島
市
を
中
心
と
し
た

姶
良
地
区
産
の
茶
葉
を
使
用
し
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
飲
料
「
き
り
し
ま
茶
」
を
発
売
。

ド
リ
ン
ク
茶
の
需
要
が
増
え
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
同
時
に
「
き
り
し
ま
茶
」

を
銘
柄
と
し
て
確
立
し
、
消
費
拡
大
を
図
ろ

う
と
昨
年
10
月
か
ら
商
品
化
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
４
品
種
を
ブ
レ
ン
ド
し
、
す
っ

き
り
し
た
味
わ
い
に
仕
上
げ
た
そ
う
で
す
。

包
装
に
は
高
千
穂
峰
と
霧
島
市
花
の
ミ

ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
を
あ
し
ら
い
ま
し
た
。
１
本

５
０
０
㍉
㍑
入
り
で
１
０
０
円
（
税
込
み
）。

初
年
度
は
、
24
本
入
り
を
１
万
ケ
ー
ス
生
産

予
定
。
同
農
協
管
内
の
Ａ
コ
ー
プ
な
ど
で
販

売
し
ま
す
。

市
の
05
年
度
の
荒
茶
生
産
量
は
約

１
、６
０
０
㌧
で
、
栽
培
面
積
と
も
に
県
内

４
位
。

◎問い合わせ先＝あいら農協生活課☎（４３）７３１４

霧島市・湧水町産の茶葉を使ったペットボトル
「きりしま茶」

「
ま
っ
、
茶
一
杯
」
鹿
児
島
で
は
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
で
す
。

「
そ
ん
な
に
慌
て
な
い
で
お
茶
を
飲
ん
で
心
を
落
ち
着
か
せ
て
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

人
の
心
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
、
そ
ん
な
お
茶
が
霧
島
に
あ
り
ま
す
。

化
す
る
た
め
の
よ
い
条
件
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
「
霧
島
茶
ブ
ラ

ン
ド
」
の
確
立
に
向
け
て
は
、
お
茶

の
安
定
し
た
品
質
管
理
と
安
定
し
た

量
を
消
費
者
に
提
供
す
る
こ
と
。
そ

し
て
何
よ
り
、
こ
こ
に
住
む
私
た
ち

が
神
秘
的
な
霧
の
中
で
育
つ
お
茶
の

お
い
し
さ
を
知
り
、
ま
わ
り
に
伝
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
普
段
お
茶
を

飲
ま
な
い
み
な
さ
ん
も
、
今
日
か
ら

「
ま
っ
、
茶
一い
っ
ぺ杯
」
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

２代目大茶樹（牧園町下中津川地区）

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2007.5, Japan



４
月
１
日
、
霧
島
市
消
防
局
中
央

消
防
署
隼
人
分
遣
所
が
老
朽
化
の
た

め
西
光
寺
に
新
築
移
転
し
、
そ
の
開

所
式
が
あ
り
消
防
や
地
元
関
係
者
ら

約
80
人
が
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

敷
地
面
積
３
、８
１
６
平
方
㍍
、

建
物
の
延
べ
床
面
積
が
４
３
９
平
方

㍍
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建

て
、
総
事
業
費
は
約
３
億
８
０
０
万

円
。
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１

台
と
高
規
格
救
急
自
動
車
１
台
を
配

備
。
災
害
時
に
は
地
域
住
民
の
避
難

所
と
し
て
も
利
用
可
能
。
施
設
内
に

は
会
議
室
、休
憩
室
兼
食
堂
室
、浴
室
、

仮
眠
室
、
救
急
消
毒
室
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
舗
装
さ
れ
た
敷
地 

は
消
防
団
の
走
法
訓
練
が
で
き
る
だ

け
の
十
分
な
広
さ
が
あ
り
ま
す
。

霧
島
市
消
防
局
に
は
国
分
の
中
央

消
防
署
と
そ
の
管
轄
の
隼
人
分
遣
所
、

溝
辺
分
遣
所
、
福
山
分
遣
所
、
そ
し

て
牧
園
の
北
消
防
署
と
そ
の
管
轄
の

霧
島
分
遣
所
と
横
川
分
遣
所
の
２
署

５
分
遣
所
が
あ
り
ま
す
。

隼
人
分
遣
所
の
所
員
は
17
人
、
午

前
８
時
30
分
か
ら
翌
日
ま
で
の
24
時

間
勤
務
。
普
段
は
昼
間
は
６
人
、
午

後
５
時
以
降
は
５
人
体
制
で
主
に
隼

人
地
区
管
内
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

火
事
や
救
急
出
動
の
業
務
の
ほ
か
に

も
店
舗
や
事
業
所
な
ど
の
避
難
訓
練
、

建
物
へ
の
予
防
査
察
、
建
築
確
認
な

ど
の
業
務
を
行
い
ま
す
。
昨
年
の
救

急
出
動
は
１
、
２
５
１
件
、
多
い
と

き
は
１
日
に
11
回
も
出
動
し
た
日
も

あ
り
、
所
員
た
ち
は
全
力
で
任
務
に

あ
た
り
ま
す
。
し
か
し
最
近
は
軽
い

症
状
で
も
救
急
車
を
呼
ぶ
ケ
ー
ス
も

多
く
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

取
材
中
、
緊
急
指
令
が
入
り
、
所

員
た
ち
は
あ
っ
と
い
う
間
に
出
動
。

消
防
局
は
今
日
も
安
心
、
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

安心・安全の拠点

隼人分遣所
完成
昭和45年に建てられた隼人分遣所が老朽化の
ために隼人町西光寺に新築移転、災害時の避
難場所としてまた消防団の操法訓練場所とし
ての利用もできます。

119番通報は固定電話で

「火事だ！119 番」。そのとき皆さんはどちら
を使って電話するでしょうか。携

帯電話？それとも固定電話からでしょうか。
携帯電話の普及で家に固定電話がないところも増え

ています。でも、できるだけ家にある固定電話で電話し
てください。
国分の消防本部にある「高機能消防指令センター」

は、一か所で市内全域を管理しています。このセンター
の優れたところは固定電話から119 番にかけると瞬時
に通報者の住所と付近地図が表示されること。そしてそ
の情報は、管轄の消防署に伝えられ出動を指示します。
また火事の連絡が入ると、「消防団の出動」「地域住民
への案内」が必要と判断した場合は、指令センターか
らサイレン吹鳴装置により管内に設置されたサイレンを
鳴らします。（福山町は防災無線で知らせます）

浴室 仮眠室 会議室

休憩室兼食堂室

開所式

携帯メールで通報
聴覚障害などで話すことができないかたは、固定電

話で通報するとかけた場所がすぐに特定されるので、緊
急の場合などは受話器をたたくだけでも消防局は緊急だ
と察知できます。しかし、携帯電話しかなかった場合ど
うしたらいいのでしょうか。そのときに役立つのがメール
で通報する仕組み。平成18 年 6月から始まり、事前
に消防局に名前やメールアドレスを登録します。そして
緊急時にメールをすると消防
指令センターで誰からのメー
ルだと特定ができます。また、
例えば外出中に周りに人がい
なくて具合が悪くなったときにも
メールで「どこどこで具合が悪くな
りました。救急車をお願いします」
などと通報できます。

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2007.5, Japan



Ｊ
Ｒ
国
分
駅
に
建
設
中
の
東
西
を
結
ぶ
自
由

通
路
と
西
口
駅
前
広
場
な
ど
が
、
６
月
１
日
午

後
１
時
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

国
分
駅
は
、
国
分
地
区
の
交
通
の
拠
点
と
し

て
、
日
ご
ろ
か
ら
通
勤
・
通
学
に
多
く
の
市
民

が
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
国
分
駅
は
東

口
だ
け
の
運
用
で
し
た
が
、
東
口
駅
前
広
場
は

狭
く
、
駐
車
場
と
駐
輪
場
は
い
つ
も
飽
和
状
態

で
し
た
。
ま
た
、
駅
周
辺
の
道
路
が
未
整
備
の

と
こ
ろ
も
あ
り
、
市
街
地
へ
の
交
通
は
混
雑
す

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
国
分
駅
西

Ｊ
Ｒ
国
分
駅
の

自
由
通
路
が

６
月
１
日
か
ら

利
用
で
き
ま
す
。

西 東⇔

東
西
を
結
ぶ
自
由
通
路
完
成

駅
周
辺
の
交
通
整
備
や
駐
車
・
駐
輪
場
の
問
題
解
決
、

東
西
の
一
体
的
な
活
性
化
を
図
る
目
的
で

国
分
駅
に
自
由
通
路
と
西
口
駅
前
広
場
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

6 月1日に向けて工事が進む西口駅前広場

広場 広場

東側商店街の声

これまで、線路があったため東西の行き来が駅でス
トップしていました。そのため、１０年前から国分

ステーション通りでも東西自由通路の設置を要望してお
り、今回の完成をとても喜んでいます。これで、東西の
人の流れを確保できたので、東側の商店街と西側の商
業地が一緒になって盛り上げていければと思います。市
民の皆さんも国分駅周辺を歩いてみてください。新しい
店や街並みなど、新たな発見ができると思います。

人の流れができ
東西で
盛り上げたい

加藤芳信さん

西側地区の声

府中では「府中まちづくり研究会」を立ち上げて、
府中の発展について協議しています。この中でも、

平成１０年ごろから東西を結ぶ自由通路の設置について
意見がでていました。駅の西側に住んでいる人は、東
側に行くときに少し遠回りをしないといけないため不便
を感じていたので、自由通路の設置をとても喜んでいま
す。今後は、行き来がしやすくなったので、東と西の一
体感が図れるのではと期待しています。

自由通路設置で
東西の
一体感に期待

德田陽次さん

側
は
、
近
年
、
商
業
施
設
の
立
地
が
進
み
交
通

量
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
駅
周
辺
の
早

急
な
整
備
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

解
決
す
る
た
め
に
は
、
道
路
の
整
備
や
歩
行
者

が
安
全
で
快
適
に
歩
行
で
き
る
空
間
の
確
保
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
国
分
駅
東

西
自
由
通
路
や
西
口
駅
前
広
場
な
ど
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自
由
通
路
の
幅
は
４
㍍
、
長
さ
48
㍍
で
、
身

体
障
害
者
対
応
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
基
や
自
転

車
用
の
ス
ロ
ー
プ
を
設
け
、
東
口
通
路
下
に
は

駅
や
バ
ス
利
用
者
の
総
合
待
合
所
、
ト
イ
レ
な

ど
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
口
駅
前
広
場
は

ロ
ー
タ
リ
ー
式
で
広
さ
は
約
３
、
３
０
０
平
方

㍍
あ
り
、
約
１
０
０
台
を
収
容
で
き
る
屋
根
付

き
駐
輪
場
や
車
10
台
分
の
駐
車
場
が
設
置
さ
れ

ま
す
。
総
事
業
費
は
約
６
億
円
で
、
国
の
ま
ち

づ
く
り
総
合
支
援
事
業
な
ど
を
活
用
し
て
い
ま

す
。事

業
の
効
果

西
口
駅
前
広
場
の
完
成
に
よ
り
、
駐
車
場
の

確
保
と
駅
利
用
者
の
車
が
分
散
さ
れ
、
駅
周
辺

の
交
通
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
分
駅
東
西
自
由
通
路
の

開
通
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
日
豊
本
線
で
分
裂
さ
れ
て

い
た
東
側
の
市
街
地
と
西
側
の
商
業
施
設
と
の

歩
道
が
確
保
さ
れ
、
安
全
に
歩
行
者
が
行
き
来

で
き
る
こ
と
か
ら
、
回
遊
性
が
高
く
な
り
一
体

的
な
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

乗
り
物
窃
盗
減
少
に
期
待

霧
島
市
で
発
生
す
る
犯
罪
の
約
３
割
が
自
転

車
や
バ
イ
ク
を
盗
む
乗
り
物
窃
盗
で
、
そ
の
多

く
が
国
分
駅
や
隼
人
駅
周
辺
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
現
在
の
駅
前

駐
輪
場
が
人
目
に
付
き
に
く
い
場
所
に
あ
り
、

窃
盗
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

今
回
、
西
口
駅
前
広
場
に
設
置
さ
れ
る
駐
輪

場
は
、
壁
が
無
く
、
人
目
に
付
き
や
す
い
場
所

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
自
転
車
な

ど
を
鍵
が
か
か
っ
た
ま
ま
別
の
場
所
に
運
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
駐
輪
場
に
は
バ
ー
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
自
転
車
と
バ
ー
を
つ
な
ぐ
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
他
の
場
所
に
持
っ
て
行
く

こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
乗
り

物
窃
盗
の
減
少
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
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❶東口駅前広場と建設中の自由連絡通路 ❷駐輪場 ❸自転車用スロープ ❹エレ
ベーター

❶❸❹

❷府中地区自治公民館長

国分ステーション通り会長
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転入教職員を九面太鼓の演奏で歓迎

通学路などを中心に、安全灯が設置される

中国の子どもたちと記念撮影

今
年
の
２
月
か
ら
３
月
末
に
か
け

て
、
市
内
75
か
所
に
安
全
灯
を
設
置

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
児
童
生
徒
の
指
定
通
学

路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
夜

間
、
明
か
り
が
無
く
、
危
険
な
場
所

に
安
全
灯
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
犯

罪
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
総
事
業
費
は
３
７
７
万
円
、

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
宝
く
じ
の
普
及

広
報
事
業
助
成
な
ど
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

国
分
南
中
学
校
の
阿
多
石
英
樹
教

頭
は
「
学
校
周
辺
の
通
学
路
に
は
、

今
ま
で
街
路
灯
が
無
い
所
も
あ
っ
た

の
で
、
安
全
灯
が
設
置
さ
れ
て
喜
ん

で
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

75
か
所
に

安
全
灯
を
設
置

３
月
24
日
か
ら
５
日
間
の
日
程
で
、

霧
島
市
青
少
年
友
好
訪
中
団
が
中
国

耀よ
う

州し
ゅ
う

区
を
訪
問
し
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

こ
の
訪
問
は
、
隼
人
町
が
平
成
10

年
か
ら
交
流
を
目
的
と
し
て
実
施
し

て
お
り
、
今
回
は
市
内
の
小
・
中
学

生
５
人
と
隼
人
町
国
際
交
流
員
な
ど

８
人
が
参
加
。
学
校
訪
問
や
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

耀
州
区
の
柳
り
ゅ
う

公こ
う

権け
ん

中
学
校
で
は
約

２
、
５
０
０
人
が
出
迎
え
る
な
ど
、

各
地
で
大
歓
迎
。
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
「
中
国
の
子
ど
も
た
ち
と
手

紙
の
や
り
取
り
を
し
た
い
」「
言
葉

を
覚
え
て
も
う
一
度
行
き
た
い
」
な

ど
の
意
見
が
聞
か
れ
、
こ
れ
か
ら
も

交
流
を
続
け
た
い
様
子
で
し
た
。

中
国
と
の

交
流
を
深
め
る

４
月
12
日
、
市
役
所
多
目
的
ホ
ー

ル
で
転
入
教
職
員
の
宣
誓
式
が
あ
り

ま
し
た
。

今
年
の
転
入
教
職
員
は
１
９
２
人
。

式
で
は
、
転
入
教
職
員
を
代
表
し
て

富
隈
小
学
校
の
折
田
裕
美
先
生
が
宣

誓
を
行
い
、
霧
島
小
学
校
の
才
川
克

典
校
長
が
代
表
で
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
式
の
前
に
は
霧
島
九

面
太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
転
入
教

職
員
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

代
表
あ
い
さ
つ
し
た
霧
島
小
学
校

の
才
川
校
長
は
「
霧
島
市
は
歴
史
や

伝
統
が
あ
り
、
自
然
が
豊
か
で
風
光

明
媚
な
と
こ
ろ
な
の
で
大
好
き
で
す
。

地
域
の
か
た
と
協
力
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

転
入
教
職
員

１
９
２
人 7き り し ま / か わ ら 版 �

Zoom up Kirishima 

自
治
体
独
自
の

頑
張
り
を
支
援

総務副大臣の話を聞く首長ら

商工会開所を祝いテープカットする出席者

会場はたくさんの物産展でにぎわう

POINT OF VIEW
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４
月
１
日
、
溝
辺
、
横
川
、
牧
園
、

霧
島
、
隼
人
、
福
山
の
６
つ
の
商
工

会
が
合
併
し
て
で
き
た
霧
島
市
商
工

会
の
開
所
式
が
、隼
人
町
の
本
所（
旧

隼
人
町
商
工
会
館
）
で
開
か
れ
、
役

員
ら
約
80
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
霧
島
市
商
工
会
の
中
村

博
美
会
長
が
「
会
員
や
地
域
に
役
立

ち
、
格
差
の
な
い
商
工
会
を
み
ん
な

で
協
力
し
て
目
指
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

今
回
の
合
併
で
、
同
商
工
会
の
会

員
数
は
１
、
４
０
７
人
と
な
り
、
こ

の
数
は
県
内
で
最
多
の
会
員
数
に
な

り
ま
す
。
今
後
は
、
溝
辺
、
横
川
、

牧
園
、
霧
島
、
福
山
に
あ
る
５
つ
の

旧
商
工
会
に
支
所
を
置
い
て
、
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

合
併
で
県
内
最
多
の

会
員
数
に

４
月
14
、
15
日
の
２
日
間
、
溝
辺

町
の
ス
カ
イ
ロ
ー
ド
み
ぞ
べ
で
第
６

回
グ
リ
ー
ン
エ
ア
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
鹿
児
島
空
港
の
利
用
促

進
と
市
内
外
の
地
域
間
交
流
を
目
指

し
て
、
民
間
団
体
と
空
港
関
連
企
業
、

市
が
協
働
で
毎
年
、
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
各
団
体
の
協
力
に
よ
り
、

市
内
の
業
者
以
外
に
も
遠
く
は
南
さ

つ
ま
市
の
海
産
物
や
肝
付
町
の
加
工

品
な
ど
30
店
以
上
の
物
産
店
が
並
び
、

そ
れ
以
外
に
も
絵
は
が
き
や
機
内

キ
ャ
ン
デ
ー
、
航
空
グ
ッ
ズ
な
ど
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
や
特
設
足
湯
の
設
置
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
行
わ
れ
、

市
内
外
か
ら
約
１
５
、
０
０
０
人
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

市
内
外
の
物
産
店
で

に
ぎ
わ
う
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４月１日から本格稼動した南部し尿処理場

隼
人
町
住
吉
に
あ
っ
た
旧
国
分
地

区
し
尿
処
理
場
に
建
設
中
だ
っ
た
南

部
し
尿
処
理
場
が
、
４
月
１
日
、
本

格
稼
動
し
ま
し
た
。

旧
施
設
は
処
理
能
力
が
低
か
っ
た

た
め
、
一
部
は
海
洋
投
棄
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
ロ
ン
ド
ン
条
約

で
今
年
２
月
以
降
、
し
尿
の
海
洋
投

棄
が
で
き
な
く
な
り
、
新
施
設
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

新
施
設
は
総
工
費
38
億
１
０
０
万

円
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て

で
、
１
日
１
９
０
㌔
㍑
ま
で
処
理
可

能
、
施
設
内
に
は
管
理
棟
や
処
理
棟

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
施
設
で
は
国
分
、

霧
島
、
隼
人
、
福
山
地
区
を
対
応
し

て
お
り
、
現
在
、
１
日
平
均
１
７
０

㌔
㍑
が
搬
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
施
設
で

海
を
き
れ
い
に

４
月
14
日
、
自
治
体
独
自
の
活
動

を
国
が
支
援
す
る
「
頑
張
る
地
方
応

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
懇
談
会
が
霧
島

市
で
あ
り
ま
し
た
。

懇
談
会
に
は
、
大
野
松
茂
総
務
副

大
臣
や
前
田
終
止
市
長
を
含
む
県
内

11
市
町
長
ら
が
出
席
。
会
で
は
首
長

か
ら
事
業
成
果
に
対
す
る
評
価
法
の

見
直
し
な
ど
の
要
望
が
出
さ
れ
、
総

務
省
の
担
当
者
は
「
意
見
を
成
果
の

評
価
に
反
映
さ
せ
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

こ
の
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
少
子
化

対
策
や
企
業
誘
致
な
ど
９
つ
の
指
標

で
成
果
を
だ
し
た
自
治
体
に
交
付
税

を
加
算
す
る
仕
組
み
で
、
今
年
２
月

か
ら
全
国
都
道
府
県
で
懇
談
会
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2007.5, Japan
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孤
独
な
き
地
（
香
納
諒
一
）桜

川
ピ
ク
ニ
ッ
ク
（
川
端
裕

人
）Ｊ（
五
条  

瑛
）文
芸
の
条
件（
森

村
誠
一
）あ
な
た
は
涙
の
で
る
ほ
ど

良
い
妻
で
し
た
（
井
出
英
夫
）す
べ

て
王
の
臣
（
ロ
バ
ー
ト
・
ペ
ン
・
ウ

ォ
ー
レ
ン
）天
才
論
（
茂
木
健
一
郎
）

戦
場
に
舞
っ
た
ビ
ラ（
一
之
瀬
俊
也
）

や
せ
る
旅
（
都
築
響
一
）サ
ム
ラ
イ

人
材
論
（
マ
ー
ク
・
Ｂ
・
フ
ラ
ー
）他

人
が
こ
わ
い
（
ク
リ
ス
ト
フ
・
ア
ン

ド
レ
）写
真
で
見
る
有
害
生
物
防
除

事
典
（
谷
川  

力
）手
作
り
の
あ
る

暮
し
（
桐
島
か
れ
ん
）京
都
の
お
酢

屋
の
お
酢
レ
シ
ピ
（
飯
尾
さ
と
み
）

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
＠
Ｌ
ⅰ
ｆ
ｅ
（
藤

原
千
尋
）あ
た
り
ま
え
だ
け
ど
な
か

な
か
で
き
な
い
敬
語
の
ル
ー
ル
（
山

岸
弘
子
）サ
ト
イ
モ
の
絵
本
（
よ
し

の
ひ
ろ
み
ち
）ナ
ン
シ
ー
・
ド
ル
ー

戦
線
離
脱
（
キ
ャ
ロ
リ
ン
・
キ
ー
ン
）

リ
ト
ル
・
プ
リ
ン
セ
ス
１
（
ケ
イ
テ

イ
・
チ
ェ
イ
ス
）お
お
か
み
ペ
コ
ペ

コ（
宮
西
達
也
）お
ふ
ろ（
出
久
根
育
）

妖
怪
ア
パ
ー
ト
の
優
雅
な
日
常
６

（
香
月
日
輪
）新
シ
ェ
ー
ラ
ひ
め
の
ぼ

う
け
ん
死
を
う
た
う
少
女
（
村
山
早

紀
）葉
っ
ぱ
で
お
ぼ
え
る
樹
木
（
濱

野  

周
）八
日
目
の
蝉
（
角
田
光
子
）

わ
に
の
二
二
く
ん
の
ゆ
め
（
角
野
栄

子
）つ
る
ば
ら
村
の
理
容
師
さ
ん（
茂

市
久
美
子
）月
島
慕
情
（
浅
田
次
郎
）

と
な
り
の
姉
妹
（
永
野
ま
ゆ
み
）桂

昌
院
藤
原
宗
子
（
武
田
真
砂
子
）ほ

か【
霧
島
市
立
図
書
館
】

霧島市立図書館に
おいでください。
霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

国分図書館／☎64-0918
①	９:30〜21:00
②	12月29日〜１月3日
	 特別整理期間／６月中の10日間

隼人図書館／☎43-7574
①	平日／10:00〜19:00
	 土・日・祝日／９：00〜17：00
②	月曜日
	 12月29日〜１月3日
	 特別整理期間／12月中10日以内

溝辺図書室／☎58-3191
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

横川図書室／☎72-1596
①	９:00〜17:00
②	火曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

牧園図書室／☎78-3349
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

霧島図書室／☎57-0316
①	月・水・金／８:30〜17:00
	 火・木・土／８:30〜20:00
②	日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

福山図書室／☎56-2026
①	８:30〜17:00
②	土・日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

【① 開館時間　② 休館日】

牧
園
地
区
に
あ
る
持
松
小
学
校
は

明
治
13
年
に
創
立
さ
れ
、
今
年
１
２

７
周
年
を
迎
え
ま
す
。
過
疎
化
の

影
響
を
受
け
、
昭
和
53
年
度
か
ら
は

完
全
複
式
学
級
と
な
り
、
現
在
は
17

人
（
男
子
６
人
、
女
子
11
人
）
の
児

童
が
学
ん
で
い
ま
す
。「
や
さ
し
く
、

か
し
こ
く
、
た
く
ま
し
く
」
を
校
訓

と
し
、
生
き
る
力
を
身
に
付
け
、
自

ら
考
え
判
断
し
実
践
す
る
子
ど
も
を

育
て
る
こ
と
を
学
校
の
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
小
規
模
校
入

学
特
別
認
可
制
度
（
特
認
校
制
度
）

を
導
入
し
、
２
年
ぶ
り
に
新
入
生
が

１
人
入
学
し
ま
し
た
。
入
学
式
に
は

地
域
の
か
た
も
多
数
出
席
し
、
地
域

全
体
で
歓
迎
し
ま
し
た
。

５
つ
の
交
流
活
動

児
童
数
が
少
な
い
同
小
で
は
、
目

の
行
き
届
い
た
指
導
が
で
き
、
他
人

ま
か
せ
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が

自
主
的
に
行
動
す
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
、
刺
激

が
少
な
い
た
め
、
多
く
の
人
々
と
の

交
流
を
通
し
て
、
多
様
な
も
の
の
見

方
や
考
え
方
が
で
き
る
よ
う
地
域
住

民
、
国
際
交
流
員
、
障
害
者
、
他
校

の
児
童
、
大
学
生
と
の
交
流
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
教
師
を
目
指
す
鹿

児
島
国
際
大
学
生
と
の
交
流
は
、
大

学
の
ゼ
ミ
の
一
環
と
し
て
４
年
前
か

ら
始
め
て
い
ま
す
。
普
段
あ
ま
り
接

触
が
な
い
年
代
と
い
う
こ
と
や
、
い

つ
も
複
式
で
受
け
て
い
る
授
業
も
学

年
ご
と
に
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
は
楽
し
み
に
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
そ
の
後
も
学
生
た
ち
は

学
習
発
表
会
や
運
動
会
に
も
訪
れ
る

な
ど
さ
ら
に
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

同
小
６
年
の
山
口
海ま
り
んさ

ん
は
「
交

流
学
習
で
は
お
友
だ
ち
も
で
き
る
し
、

い
ろ
い
ろ
学
べ
て
楽
し
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

豊かな心を育てる交流活動
小さくても多くの人とふれあう学校

全部で17人の子どもたちはみんな仲良し

持松小学校は児童数が少ないので、みんなで一緒
に給食を食べたり、学校行事に取り組んだりと異なる
学年との交流をしています。外部からの刺激が少ない
子どもたちにとって、学校以外での交流活動は新たな
発見をし、自分自身や自分の生活を見直すいい機会
になっています。それぞれの交流によって学ぶこともさ
まざまです。小学校を卒業し巣立っていく子どもたち
が環境の変化に適応し、自分らしさを出せるよう積極
性を培うための助けになればと思います。

◎
３
・
４
年
担
任勝　

秀
樹
先
生

持松小学校
交流活動

騙し絵の館
倉阪　鬼一郎 著
過去に怯えながらひっそりと暮ら
す少女。過剰なまでに彼女を守
ろうとする執事。そしてかたくなに
作品の刊行を拒むミステリー作家。
連続少女誘拐殺人事件が勃発
するなか、謎めいた彼らの秘密が
少しずつ明かされる・・・。

焼刃のにおい
津本　陽 著
人斬るちゅうのは、豆腐切るよな
もんやったとは、知らなんだなあー。
生涯ただ一度も負けなかった天
才剣豪・長右衛門の一代記。津
本剣劇の決定版というべき剣豪
小説。

はみがきクイーン
令丈　ヒロ子 著
小学3年生のりんかは、歯みがき
がきらいな女の子。ある日、はみが
きしようとしたら、はみがきクイーン
とはブラシねこが現れた。願いを
かなえてくれるというけれど、クイー
ン様は、気が短くて、負けずぎら
い・・・。

ブタベイカリー
角野　栄子 著
「ブタベイカリー」は小さな移動パ
ン屋さん。いろいろなかたちのパン
を焼きます。ボールパン、リンゴパ
ン、くつパン、はなパン、しっぽパン。
ある夜不思議なお客が「4丁目に
しっぽパンを売りに来てください」
と言って・・・。

i
n

t
r

o
d

u
c

t
i

o
n

「
あ
り
ま
す
か
？

好
き
だ
と
い
え
る
１
冊
が
…
」

今
月
の
新
刊
。



新たまねぎの簡単ドレッシング
ほうれん草のサラダにぴったり。

〈材料〉①（玉ねぎ…半分、さとう 70 ～ 80g、白ごま…20g（好
みで）にんにく…１かけ）②（サラダ油…150cc、酢…100cc、
薄口しょうゆ…100cc） 〈作り方〉①をフードプロセッサーか
ミキサーにかけ、②を加えさらに混ぜる。

レ シ ピ
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霧
島
の
風
味
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

霧島の水と空気と安全な肥料
で育てられたサラダほうれん
草。下茹ですると逃げてしまう
栄養分もそのまま。サラダで
たっぷり味わって。

「
サ
ラ
ダ
ほ
う
れ
ん
草
」
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
。

私
た
ち
が
よ
く
知
る
ほ
う
れ
ん
草
に
は
ア
ク
の
原
因

で
あ
る
シ
ュ
ウ
酸
と
呼
ば
れ
る
物
質
が
含
ま
れ
る
た

め
、
生
で
は
食
べ
ま
せ
ん
。
品
種
改
良
や
栽
培
方
法

の
工
夫
で
、
シ
ュ
ウ
酸
含
有
量
を
少
な
く
し
、
生
で

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
の
が
「
サ
ラ
ダ
ほ
う
れ
ん

草
」
で
す
。

国
分
地
区
の
内
村
輝
美
さ
ん
は
、
約
３
７
０
坪
の

硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
で
サ
ラ
ダ
ほ
う
れ
ん
草

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
58
歳
と
い
う
団
塊
世
代
の
内

村
さ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
水
耕
栽
培
を

決
意
し
、
１
年
前
に
妻
の
奈
理
子
さ
ん
と
経
営
を
始

め
ま
し
た
。

水
耕
栽
培
は
土
を
使
わ
ず
養
分
を
混
ぜ
た
水
で
栽

培
す
る
も
の
で
、
室
内
温
度
、
水
温
、
肥
料
濃
度
な

ど
が
機
械
で
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
種
を
ま
い
て
か

ら
約
１
か
月
で
収
穫
で
き
、
苗
床
で
芽
が
出
た
ら
栽

培
用
の
ベ
ッ
ド
に
成
長
段
階
に
合
わ
せ
間
隔
を
取
り

な
が
ら
並
べ
て
い
き
ま
す
。
内
村
さ
ん
の
こ
だ
わ
り

は
、
ほ
と
ん
ど
農
薬
を
使
わ
な
い
こ
と
と
、
井
戸
を

掘
り
、
地
下
水
を
利
用
し
て
育
て
て
い
る
こ
と
で
す
。

年
中
17
度
と
安
定
し
た
水
温
が
保
た
れ
て
い
る
地
下

水
の
お
か
げ
で
、
夏
場
の
栽
培
が
難
し
い
ほ
う
れ
ん

草
が
１
年
中
、
収
穫
で
き
る
の
で
す
。

ま
た
、
安
心
と
安
全
に
関
す
る
一
定
の
基
準
を
ク

リ
ア
し
た
生
産
者
に
与
え
ら
れ
る
「
か
ご
し
ま
の
農

林
水
産
物
認
証
」
を
、
昨
年
12
月
に
水
耕
栽
培
と
し

て
は
初
め
て
取
得
し
て
い
ま
す
。「
生
で
食
べ
る
も

の
な
の
で
衛
生
管
理
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

仕
事
の
半
分
以
上
は
掃
除
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
ぜ
ひ
食
べ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話
す
内
村
さ
ん

の
サ
ラ
ダ
ほ
う
れ
ん
草
は
、
じ
ょ
う
も
ん
市
場
な
ど

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

土は使わず、栄養分を含ませた地
下水で育つ

室内温度、水温などを管理された
ハウス内で育つ

スポンジに発芽した苗は等間隔に
あけられた穴に並べる

収穫は最初に根を切り、まとめて
引き上げる

◎国分重久地区   
内村輝美さん・奈理子さん
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霧島産サラダほうれん草と
春野菜をたっぷり使ったサラダ



「
乗
り
手
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

ボ
ー
ド
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
」と
、

短
く
刈
っ
た
髪
に
日
焼
け
し
た
顔
、
細
か
な
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
や
ペ
ン
キ
の
つ
い
た
作
業
ズ
ボ
ン
姿

で
、
真
っ
直
ぐ
に
目
を
見
て
話
す
一
條
実み

晃あ
き

さ
ん
。

サ
ー
フ
ボ
ー
ド
を
作
っ
て
い
ま
す
。
店
は
福
山
町
、

し
か
も
海
と
は
離
れ
た
牧
之
原
に
あ
り
ま
す
。
こ

こ
に
店
を
構
え
た
の
は
、「
サ
ー
フ
ィ
ン
の
で
き

る
志
布
志
湾
や
串
間
市
に
行
く
人
た
ち
が
通
る
場

所
だ
か
ら
」。

埼
玉
県
出
身
で
平
成
２
年
に
第
一
工
業
大
学
に

入
学
、
バ
イ
ト
先
の
先
輩
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ

か
け
で
サ
ー
フ
ィ
ン
を
始
め
ま
し
た
。
卒
業
後
、

「
サ
ー
フ
ィ
ン
が
し
た
い
」
と
両
親
に
告
げ
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
へ
渡
り
、
１
年
間
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

な
が
ら
サ
ー
フ
ィ
ン
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の

と
き
一
緒
に
暮
ら
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
デ

ビ
ッ
ド
さ
ん
に
、
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
の
作
り
方
を
学

び
ま
し
た
。
帰
国
後
は
霧
島
市
内
の
サ
ー
フ
ボ
ー

ド
シ
ョ
ッ
プ
に
勤
務
。
一
昨
年
の
９
月
に
自
分
の

店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

THE SCENE

霧島に生きる
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Profile

大
き
な
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
用
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

に
型
を
取
り
、
少
し
ず
つ
電
気
カ
ン
ナ
で
削
っ
て

い
き
ま
す
。「
へ
こ
み
ま
す
か
ら
触
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
」、
そ
れ
ほ
ど
柔
ら
か
い
材
質
、
こ
れ
に

ガ
ラ
ス
ク
ロ
ス
を
張
り
、
樹
脂
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

し
て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
柔
ら

か
い
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
が
上
に
乗
っ
て
も
壊
れ
な

い
ボ
ー
ド
へ
と
仕
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。「
い
い

ボ
ー
ド
を
作
る
に
は
乗
る
人
の
気
持
ち
に
な
る
こ

と
、
お
客
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
た
め
に
週
に
２
、３
回
は
海
に
行
き
ま
す
」。

「
サ
ー
フ
ィ
ン
を
す
る
人
は
だ
ら
し
な
い
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
自

然
と
向
き
合
え
る
す
ば
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

全
国
的
に
も
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
と
し
て
毎
月
第
２

日
曜
日
に
は
海
岸
の
清
掃
も
し
て
い
ま
す
」。

結
婚
し
て
４
歳
の
息
子
さ
ん
が
一
人
、「
今
年

の
夏
は
子
ど
も
の
ボ
ー
ド
を
持
っ
て
一
緒
に
海
に

行
き
た
い
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
体
験

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
で
も
最
初
は
経
験
者
と
行

く
ほ
う
が
い
い
で
す
よ
」。

一つ一つが手作り。注文に従っ
て計る

電気カンナで形を整えていく

ガラスクロスを表面におおって
切る

ガラスクロスの上から樹脂を
塗っていく

作業場所

波に乗る人の
気持ちになって作る

一條 実晃さん�
４Ｌ（For life）
昭和46年7月2日、埼玉県生まれ。
平成2年第一工業大学航空工学科入学。卒業後1年
間オーストラリアでサーフィンを学ぶ。その後、霧島
市内のサーフボードショップに勤務。平成17年9月
に福山町牧之原地区にサーフボードショップをオー
プン。現在、妻ひとみさんと息子の空音（そらね）く
んと国分重久に3人暮らし。
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取 扱 う
主な業務

公金の収納業務 市税など、保育料、住宅使用
料など

各種証明書など発行業務 住民票、印鑑証明など
開設時間 10：00 ～ 19：00

窓口業務などの充実、各種収納方法の導入
国分パークプラザ（山形屋跡地）の２階に市役所の窓口を設置し、

年末年始を除く毎日業務を行います。
開設は平成 19 年７月の予定です。

平成19年度

何がどう変わる

霧島市
集中改革
プラン
霧島市では、昨年度「霧島市行政改革大綱」の実
施計画にあたる「霧島市集中改革プラン」を策定し
ました。このプランは、大綱で掲げた市の行政改革
に関する方針を具体的な項目や目標を掲げて市民の
皆さまに分かりやすくお示しするために策定したも
のです。
今回は平成 19年度に実施する主な取り組みにつ
いて紹介します。
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業務マニュアルの作成

　職員が市民の皆さまに対して
常に適切で迅速な対応を行える
ようにするため、業務マニュア
ルを作成します。

アウトソーシング指針の作成

　民間委託などの総合的な指針と
なる「アウトソーシング指針」を
作成し、市民の皆さまに対する
サービスの向上、経費の節減が見
込まれる業務については積極的に
民間委託などを進めます。（アウ
トソーシング：市の事務事業およ
び公の施設の管理業務などを、効
率化やスリム化を図るために外部
委託、外部発注すること）

各種審議会などにおける
公募委員数の拡大

　本市では、市民の皆さまの声
を反映した行政経営を行うため
に、多くの附属機関など（委員
会や審議会など）を設置してい
ます。今後、より一層市民の皆
さまとの協働によるまちづくり
を進めるため、原則として委員
総数の２割以上を公募委員から
選任することとします。

政策を担当する部署の充実

　市民の皆さまのご要望に迅速
にお応えするため、各部の政策、
行政評価、予算編成、調整など
を担当する政策課を設置します。

グループ制の導入

　市民の皆さまのご要望に迅速
に対応するとともに、限られた
職員を柔軟かつ効率的に活用す
るため、６総合支所と本庁の一
部にグループ制を導入しました。

分庁方式（国分・隼人）の
導入

　市民の皆さまのご要望や県か
らの権限移譲に対応して効率的
な行政経営を行うため、平成
20 年１月に本庁を国分と隼人
に分ける分庁方式を導入します。

定員適正化の推進

　昨年度策定した「霧島市定員
適正化計画」に基づき、同規模
の団体より８㌫程度多い職員数
の適正化に努めます。

（削減目標：30 人以上）

人件費の抑制

　定員適正化、給与の適正化、
超過勤務手当縮減および各種手
当ての見直しなどを行うことに
より、人件費を抑制します。

使用料および手数料の
減免基準の見直し

　施設使用料の減免基準の見直
しを行います。

新たな財源の確保

　広報誌およびホームページへ
の広告の掲載により、新たな収
入を確保します。

未利用財産の処分

　市の財産のうち、今後とも有
効活用が見込まれないものにつ
いては、随時処分を行います。

補助金などの見直し

　市単独補助金に対する公平性、
公正性、有効性、透明性などを
検証し、見直しを行います。な
お、見直しにあたっては行政評
価を活用することとし、①引き
続き継続させるべき補助金、②
他の補助金と整理統合させるべ
き補助金、③廃止すべき補助金
などの評価結果をもとに、関係
部局での協議や庁議などでの検
討を経て方針決定することとし
ます。

入札制度などの改善
　市が行う建設工事をより一層
公平性、競争性および透明性の
あるものとするため、1,000 万
円以上の建設工事について郵便
により入札書を提出する方法で
行う条件付一般競争入札を導入
しました。
　また、事務の効率化を図るた
め、電子入札を一部導入します。

フロアマネージャーの
配置

　市役所に来られた市民の皆さ
まを迎え、窓口の案内や申請書
類などの記載のお手伝いをする
職員を本庁１階に配置します。

市民便利帳の改訂

　各種申請窓口、市の組織、施
設などを掲載している「市民便
利帳」をご利用いただきやすく
するため内容の見直しを行い、
平成 20 年度に再発行します。

市の施設の休館日の
見直し

　市民の皆さまに市の施設をこ
れまで以上にご利用いただくた
め、月曜日を休館とすることが
多かった各種施設の休館日の見
直しを行います。

申請書などへの押印の
見直し

　各種申請書などへの押印の必
要性を再検討し、押印を必要と
する申請書などができるだけ少
なくなるよう見直しを行います。

権限移譲による業務の拡大

　鹿児島県が行ってきた業務の
中で「市民の皆さまの利便性が
向上」する業務については、積
極的に権限を譲り受けて、市で
業務を行います。
　４月からは、早速、「建築確認 
関係事務の一部」および「NPO
法人などの設立認証」などの事
務について権限を譲り受け、職
員が業務を行っています。

職員提案制度の導入

　事務の効率化、住民の皆さま
に対するサービスの向上、職員
の意識改革などを行うため、誰
でも事務改善などに対する提案
が行える職員提案制度を導入し
ます。



環
境
に
関
す
る
作
品
展
に

つ
い
て

霧
島
市
が
誕
生
し
て
１
周
年
の
昨

年
11
月
に
、「
環
境
共
生
宣
言
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
９
月

に
は
霧
島
市
の
豊
か
な
環
境
を
保

全
・
形
成
し
、
将
来
の
世
代
に
継
承

し
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を

定
め
た
「
霧
島
市
環
境
基
本
条
例
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
こ
の
条

例
の
規
定
に
基
づ
い
て
「
霧
島
市
環

境
基
本
計
画
」
の
策
定
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
２
月
14
日
か
ら

２
月
28
日
ま
で
環
境
フ
ェ
ア
を
実
施

し
、
写
真
展
「
錦
江
湾
の
生
き
物
た

ち
」
や
環
境
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
な

ど
、
環
境
に
関
す
る
作
品
展
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
展
は
、
冬
休
み
に
市
内

の
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
て
、
環

境
に
関
す
る
作
文
・
習
字
・
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
、
作
文
17
点
・
習
字
３
６

９
点
・
ポ
ス
タ
ー
１
２
１
点
の
応
募

作
品
が
あ
り
、
各
部
門
に
お
い
て
厳

正
な
審
査
の
結
果
、
選
ば
れ
た
21
点

を
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示

し
た
も
の
で
す
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り

            （
敬
称
略
）

【
作
文
の
部
】

・
霧
島
市
長
賞

　

富
隈
小
学
校
５
年 

古
川
桃
子

・
金
賞

　

舞
鶴
中
学
校
１
年 

児
玉
安
悠
奈

・
入
選

　

持
松
小
学
校
４
年 

荒
木
里
奈

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

・
霧
島
市
長
賞

　

横
川
中
学
校
３
年 

小
原
さ
ゆ
り

・
金
賞

　

大
田
小
学
校
３
年 

藤
下
紫
乃

　

国
分
北
小
学
校
５
年 

長
谷
川
敬
紀

・
入
選

　

富
隈
小
学
校
１
年 

中
村
萌
音

　

川
原
小
学
校
２
年 

木
曽　

鞠
華

　

青
葉
小
学
校
４
年 

山
台
佳
奈

　

青
葉
小
学
校
６
年 

入
佐
彩
香

　

日
当
山
中
学
校
２
年 

松
重
尚
志

【
習
字
の
部
】

・
霧
島
市
長
賞

　

舞
鶴
中
学
校
２
年 

西
涼　

香

・
金
賞

　

国
分
北
小
学
校
６
年 

德
田
瑛
一

　

舞
鶴
中
学
校
１
年 

上
山
さ
く
ら

・
入
選

　

富
隈
小
学
校
１
年 

早
川
満
晴

　

陵
南
小
学
校
２
年 

鷺
山
夏
海

　

向
花
小
学
校
３
年 

森
下
実
紀

　

国
分
小
学
校
４
年 

鳥
丸
晴
凪

　

溝
辺
小
学
校
５
年 

松
下
夏
希

　

溝
辺
中
学
校
３
年 

堂
平
香
澄

　

舞
鶴
中
学
校
３
年 

早
馬
健
弘

・
霧
島
市
長
賞

　

横
川
中
学
校
３
年 

小
原
さ
ゆ
り

・
霧
島
市
長
賞

　

舞
鶴
中
学
校
２
年 

西
涼　

香

in
fo

r
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改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

の
ポ
イ
ン
ト

労
働
者
が
性
別
に
よ
り
差
別
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
か
つ
、
働
く
女
性
が

母
性
を
尊
重
さ
れ
つ
つ
、
そ
の
能
力

を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
雇

用
環
境
の
さ
ら
な
る
整
備
の
た
め
に
、

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
改
正
さ
れ
、

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

●
男
性
に
対
す
る
差
別
も
禁
止

女
性
に
対
す
る
差
別
の
禁
止
が
男

女
双
方
に
対
す
る
差
別
の
禁
止
に
拡

大
さ
れ
、
男
性
も
均
等
法
に
基
づ
く

調
停
な
ど
紛
争
の
解
決
援
助
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

● 

禁
止
さ
れ
る
差
別
の
追
加
、
明
確

化募
集
・
採
用
、
配
置
（
業
務
の
配

分
や
権
限
の
付
与
含
む
）・
昇
進
・

教
育
訓
練
、
福
利
厚
生
、
定
年
・
解

雇
に
加
え
て
、
降
格
、
職
種
変
更
、

パ
ー
ト
へ
の
変
更
な
ど
の
雇
用
形
態

の
変
更
、
退
職
勧
奨
、
雇
止
め
に
つ

い
て
も
、
性
別
を
理
由
と
し
た
差
別

は
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

●
間
接
差
別
の
禁
止

例
え
ば
、
女
性
が
満
た
し
に
く
い

要
件
を
課
す
な
ど
形
を
変
え
た
差
別

へ
の
対
応
と
し
て
、
労
働
者
の
募
集

ま
た
は
採
用
に
当
た
っ
て
、
労
働
者

の
身
長
、
体
重
ま
た
は
体
力
を
要
件

と
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
合
理

的
な
理
由
が
な
い
場
合
、
間
接
差
別

と
し
て
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

● 

妊
娠
・
出
産
な
ど
を
理
由
と
す
る

不
利
益
取
扱
い
の
禁
止

妊
娠
・
出
産
・
産
前
産
後
休
業
を

取
得
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
解
雇

に
加
え
、
妊
娠
中
の
時
差
通
勤
な
ど

均
等
法
に
よ
る
母
性
健
康
管
理
措
置

や
深
夜
業
免
除
な
ど
労
働
基
準
法
に

よ
る
母
性
保
護
措
置
を
受
け
た
こ
と

な
ど
を
理
由
と
す
る
解
雇
、
そ
の
他

不
利
益
取
扱
い
に
つ
い
て
も
禁
止
さ

れ
ま
し
た
。

妊
娠
中
・
産
後
１
年
以
内
の
解
雇

は
、「
妊
娠
・
出
産
・
産
前
産
後
休

業
等
に
よ
る
解
雇
で
な
い
こ
と
」
を

事
業
主
が
証
明
し
な
い
限
り
無
効
と

な
り
ま
し
た
。

● 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策男
性
に
対
す
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
対
象
と

な
り
ま
し
た
。

事
業
主
の
義
務
が
、
雇
用
管
理
上

の
「
必
要
な
配
慮
」
か
ら
「
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
」
へ
強
め
ら
れ

ま
し
た
。
対
策
が
講
じ
ら
れ
ず
、
是

正
指
導
に
も
応
じ
な
い
場
合
、
企
業

名
公
表
の
対
象
と
な
る
と
と
も
に
、

紛
争
が
生
じ
た
場
合
、
調
停
な
ど
紛

争
解
決
援
助
の
申
出
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
母
性
健
康
管
理
措
置

事
業
主
は
、
妊
娠
中
や
出
産
後
の

健
康
管
理
に
関
す
る
措
置
（
時
差
通

勤
、
勤
務
時
間
の
短
縮
な
ど
）
を
講

ず
る
こ
と
が
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
措
置
が
講
じ
ら
れ
ず
、

是
正
指
導
に
も
応
じ
な
い
場
合
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
同

様
、
企
業
名
公
表
の
対
象
に
な
り
、

紛
争
解
決
援
助
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

◎ 

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島

労
働
局
雇
用
均
等
室
☎
０
９
９

（
２
２
２
）
８
４
４
６

国
民
年
金
こ
ん
な
と
き
に
は

こ
ん
な
手
続
き
を

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所

が
あ
る
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
か

た
す
べ
て
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け
取

る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、

市
役
所
へ
自
分
で
届
け
出
を
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

● 

20
歳
に
な
っ
た
と
き

農
業
、
自
営
業
、
学
生
、
勤
め
て

い
て
も
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
な

い
か
た
が
20
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、

｢

国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得

届｣

が
必
要
で
す
。

● 

会
社
を
退
職
し
た
と
き

60
歳
に
な
る
前
に
、
会
社
な
ど
を

退
職
し
た
と
き
、
ま
た
は
勤
め
を
辞

め
て
国
民
年
金
被
保
険
者
の
配
偶
者

と
な
っ
た
と
き
は
、｢

国
民
年
金
被

保
険
者
種
別
変
更
届｣

が
必
要
で

す
。

● 

収
入
が
増
え
被
扶
養
配
偶
者
で
な

く
な
っ
た
と
き

収
入
が
増
え
被
扶
養
配
偶
者
で
な

く
な
っ
た
と
き
（
パ
ー
ト
収
入
が
１

３
０
万
円
以
上
に
な
っ
た
と
き
）
は
、

｢

国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更

届｣

が
必
要
で
す
。

● 

配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

配
偶
者
が
退
職
し
、
会
社
員
や
公

務
員
で
な
く
な
っ
た
と
き
は｢

国
民

年
金
被
保
険
者
種
別
変
更
届｣

が
必

要
で
す
。

●  
離
婚
時
の
厚
生
年
金
の
分
割
制
度

が
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

こ
の
年
金
分
割
制
度
は
、
平
成
19

年
４
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
離
婚

時
の
厚
生
年
金
分
割
制
度
（
合
意
分

割
制
度
）
と
、
平
成
20
年
４
月
１
日

か
ら
実
施
さ
れ
る
離
婚
時
の
第
３
号

被
保
険
者
期
間
に
つ
い
て
の
厚
生
年

金
分
割
制
度
（
３
号
分
割
制
度
）
が

あ
り
ま
す
。

● 

分
割
を
し
た
か
た

ご
自
身
の
厚
生
年
金
の
保
険
料
納

付
記
録
か
ら
、
相
手
方
に
分
割
し
た

記
録
を
除
い
た
そ
の
残
り
の
記
録
に

基
づ
き
、
年
金
額
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

● 

分
割
を
受
け
た
か
た

ご
自
身
の
厚
生
年
金
の
保
険
料
納

付
記
録
と
相
手
方
か
ら
分
割
さ
れ
た

記
録
に
基
づ
き
、
年
金
額
が
計
算
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
分
割
後
の
記
録

に
基
づ
く
老
齢
厚
生
年
金
な
ど
を
受

け
る
に
は
、
ご
自
身
の
厚
生
年
金
の

加
入
期
間
や
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
付
し
た
期
間
な
ど
に
よ
っ
て
受
給

資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

平
成
19
年
度
の
年
金
相
談
日

５
月
17
日
（
木
）
霧
島
総
合
支
所

６
月
14
日
（
木
）
本
庁

７
月
19
日
（
木
）
牧
園
総
合
支
所

７
月
26
日
（
木
）
霧
島
総
合
支
所

８
月
16
日
（
木
）
本
庁

10
月
18
日
（
木
）
本
庁

11
月
15
日
（
木
）
横
川
総
合
支
所

12
月
13
日
（
木
）
本
庁

１
月
17
日
（
木
）
溝
辺
総
合
支
所

２
月
14
日
（
木
）
本
庁

３
月
13
日
（
木
）
霧
島
総
合
支
所

３
月
27
日
（
木
）
福
山
総
合
支
所

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
加
治
木
社
会
保

険
事
務
所
☎
（
62
）
３
５
１
１
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固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

今
月
は
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
第

１
期
の
納
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、

同
封
の
課
税
証
明
書
に
て
お
持
ち
の

資
産
（
土
地
・
家
屋
）
の
記
載
漏
れ

が
な
い
か
、
十
分
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
納
税
者
の
変
更
（
納
税
管

理
人
、
相
続
人
代
表
者
な
ど
）
を
す

る
場
合
は
、
税
務
課
・
各
総
合
支
所

固
定
資
産
税
担
当
課
に
所
定
の
用
紙

が
あ
り
ま
す
の
で
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
納
期
限
の
ご
案
内
】

第
１
期
＝
５
月
31
日

第
２
期
＝
７
月
31
日

第
３
期
＝
12
月
28
日

第
４
期
＝
２
月
28
日

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を

行
っ
た
場
合
の
固
定
資
産

税
の
減
税
に
つ
い
て

平
成
19
年
１
月
１
日
に
建
っ
て
い

た
家
屋
で
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら

22
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
所
定
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
っ
た

場
合
、
工
事
完
了
後
の
翌
年
度
分
に

限
り
、
固
定
資
産
税
が
３
分
の
２
に

な
り
ま
す
。

【
居
住
者
】

・
65
歳
以
上
の
か
た

・
要
介
護
認
定
、
要
支
援
認
定
者

・
障
害
者

こ
の
う
ち
の
ど
な
た
か
が
居
住
し

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
賃
貸

住
宅
は
除
く
）

【
対
象
と
な
る
工
事
内
容
】

次
の
工
事
で
、
補
助
金
・
介
護
給

付
な
ど
を
除
く
自
己
負
担
が
30
万
円

以
上
の
も
の

・
廊
下
の
拡
幅

・
階
段
の
勾
配
の
緩
和

・
浴
室
の
改
良

・
便
所
の
改
良

・
手
す
り
の
取
り
付
け

・
床
の
段
差
の
解
消

・
引
き
戸
へ
の
取
り
替
え

・
床
表
面
の
滑
り
留
め
化

住
宅
１
戸
当
た
り
１
０
０
平
方
㍍

ま
で
の
部
分
が
、
減
額
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
新
築
住
宅
軽
減
、

耐
震
改
修
工
事
に
伴
う
軽
減
な
ど
を

受
け
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
工
事
に
伴
う
軽
減
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
こ
の
減
額
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る

か
た
は
、
工
事
完
了
後
３
か
月
以
内

に
、
税
務
課
・
各
総
合
支
所
固
定
資

産
税
担
当
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
所

定
の
様
式
に
、
次
の
書
類
を
添
付
の

う
え
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

現
地
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・ 

居
住
者
用
件
を
確
認
で
き
る
も
の

（
住
民
票
・
被
保
険
者
証
な
ど
）

・
領
収
書
の
写
し

・
工
事
明
細
書

・
改
修
箇
所
の
図
面

・
工
事
写
真
（
改
修
前
・
改
修
後
）

・
補
助
金
等
の
明
細
の
写
し

・ 

３
か
月
以
内
に
申
告
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、
そ
の
理
由
書

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
固
定
資

産
税
グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９
０

２
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・

税
務
グ
ル
ー
プ

広報きりしま  1819  Kirishima City Public Relations, 2007.5, Japan



姫木城跡

城
の
い
ろ
い
ろ
【
其
の
１
】

脳
卒
中
は
片
麻
痺
な
ど
後
遺
症
を
残
す
た
め
、

寝
た
き
り
の
最
大
の
原
因
疾
患
で
す
。
大
切
な

こ
と
は
脳
卒
中
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
ら
、
救

急
車
を
呼
ん
で
脳
外
科
か
神
経
内
科
を
受
診
し
、

脳
の
損
傷
を
最
小
限
に
抑
え
る
急
性
期
の
治
療

を
受
け
る
こ
と
（
10
月
号
：
脳
卒
中
の
話
）、
麻

痺
な
ど
の
症
状
が
残
っ
た
ら
早
期
か
ら
積
極
的

な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

殊
に
脳
血
栓
の
場
合
、
画
像
診
断
で
脳
損
傷

の
部
位
や
程
度
に
基
づ
い
て
適
応
を
判
断
し
、

血
栓
溶
解
療
法
を
発
症
後
、
３
時
間
内
に
開
始

で
き
れ
ば
２
〜
３
割
の
患
者
さ
ん
は
全
く
後
遺

症
も
残
り
ま
せ
ん
。

麻
痺
の
回
復
の
た
め
に
は

こ
れ
ま
で
、
脳
卒
中
後
の
片
麻
痺
な
ど
の

後
遺
症
は
脳
の
神
経
細
胞
が
再
生
し
な
い
か
ら

回
復
し
な
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。　

し
か
し
、

近
年
、
神
経
路
は
興
奮
を
繰
り
返
し
伝
え
る
と

結
合
が
強
く
な
る
こ
と
、
麻
痺
肢
を
繰
り
返
し

動
か
す
と
損
傷
を
免
れ
た
神
経
細
胞
が
損
傷
さ

れ
た
神
経
細
胞
の
役
割
を
代
行
し
て
、
麻
痺
の

回
復
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
手
足
を
動
か
す
神
経
路
は
、
図
１
の
右
側

に
示
す
よ
う
に
、
複
数
の
神
経
が
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
図
１
左
に
示
す
よ
う
に
、
作
業
療
法

士
が
麻
痺
し
た
人
さ
し
指
を
素
早
く
曲
げ
て
人

さ
し
指
に
つ
な
が
る
神
経
路
の
興
奮
水
準
を
高

め
て
、
そ
の
直
後
に
「
伸
ば
し
て
」
と
指
示
す

る
と
、
大
脳
か
ら
の
興
奮
が
そ
の
神
経
路
へ
伝

わ
り
指
の
伸し
ん

展て
ん

が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
を
繰
り
返

す
と
神
経
回
路
が
強
化
さ
れ
て
、
図
２
に
示
す

よ
う
に
、
こ
の
促
通
法
を
行
っ
た
期
間
だ
け
麻ま

痺ひ

が
大
き
く
改
善
し
ま
す
。

歩
行
回
復
の
た
め
に

安
静
に
し
て
い
る
と
１
か
月
間
で
麻
痺
の
な

い
半
身
の
力
ま
で
半
分
に
な
り
ま
す
。
出
来
る

だ
け
早
く
座
っ
て
、
立
っ
て
、
歩
く
訓
練
を
し

ま
す
。
歩
行
の
回
復
に
は
、
麻
痺
の
な
い
下
肢

の
筋
力
増
強
と
、
図
3
左
に
示
す
、
下
肢
装
具

や
杖つ
え

を
用
い
た
歩
行
訓
練
が
効
果
的
で
、
安
全

で
（
転
倒
し
な
い
、
関
節
の
変
形
や
突
っ
張
り

を
強
め
な
い
）、
早
く
て
、
歩
く
姿
の
異
常
が

少
な
い
良
い
歩
行
が
得
ら
れ
ま
す
。
下
肢
装
具

や
杖
を
用
い
な
い
歩
行
訓
練
は
、
い
く
ら
英
語

を
勉
強
し
て
も
数
学
の
成
績
は
上
が
ら
な
い
と

同
様
に
、
良
い
歩
行
の
獲
得
に
は
つ
な
が
ら
ず
、

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
に
な
り
ま
す
。

脳
卒
中
を
繰
り
返
す
と
歩
行
が
難
し
く
な
り
ま

す
か
ら
、
再
発
の
予
防
が
大
切
で
す
。

大
き
な
後
遺
症
が
残
っ
て
も

病
院
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
後
も
、
重

い
麻
痺
が
残
り
、
歩
行
が
出
来
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
移
動
は
車
椅
子
で
、
日
常
の
生
活
は

片
手
で
と
代
償
手
段
が
多
く
あ
り
ま
す
。
家
族

の
か
た
や
社
会
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、「
好

き
な
こ
と
」
を
、「
家
庭
で
の
役
割
を
」
を
大

切
に
し
て
、
積
極
的
な
気
持
ち
で
過
ご
す
こ
と

が
重
要
で
す
。

やさしい医療講座
鹿児島大学医学部・歯学部附属病院 
霧島リハビリテーションセンター・教授（センター長） 
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脳
卒そ

っ
ち
ゅ
う中
の
後
遺
症
を

少
な
く
す
る
た
め
に

脳卒中

思
い
起
こ
す
の
は
、
大

坂
（
阪
）
城
や
熊
本
城

な
ど
の
高
い
石
垣
と
天

主
（
守
）
閣
を
備
え
た

城
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
平
地
に
築
か
れ
る

こ
と
の
多
い
安
土
・
桃
山
時
代
以
降
の
近
世
の

城
で
す
。
そ
れ
よ
り
も
古
い
中
世
の
城
は
、
石

垣
も
な
く
地
上
の
建
物
は
全
く
残
っ
て
い
な
い

し
、
堀
を
掘
っ
た
り
土
を
積
み
上
げ
た
だ
け
の

城
な
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
山
城
と
呼
ば
れ
る

城
が
日
本
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
は
山
深
い
山
林
の
中
に
あ
る
の
で
、
見
つ
け

よ
う
と
思
っ
て
入
っ
て
い
っ
て
も
ど
こ
が
城
跡

な
の
か
、
城
に
詳く
わ

し
い
人
と
一
緒
に
行
か
な
い

と
分
か
ら
な
い
ほ
ど
で
す
。城
と
い
う
字
は「
土

＋
成
」
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
本
来
は
地
面
に

手
を
加
え
て
築
い
た
の
が
城
と
い
う
意
味
で
す
。

十
四
世
紀
の
南
北
朝
の
こ
ろ
、
日
本
全
国
に
戦

乱
が
拡
大
し
た
と
き
、
背
後
の
山
地
に
戦
時
に

そ
な
え
た｢

詰つ

め
城｣

が
造
ら
れ
ま
す
。
山
城

の
出
現
で
す
。

山
の
中
に
入
っ
て
尾
根
づ
た
い
に
歩
く
と
、

歩
く
場
所
が
途
切
れ
、
急
に
谷
状
の
窪
み
に
な

る
場
所
が
時
々
あ
り
ま
す
。
そ
こ
が
堀
な
の
で

す
。
も
ち
ろ
ん
水
の
な
い
堀
、
空
堀
で
す
。
意

図
的
に
尾
根
を
断
ち
切
る｢

堀ほ
り

切き

り｣

で
、
敵

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
入
で
き
な
い
よ
う
に
工
夫
し

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
敵
が
入
っ
て
く
る
方
向

に
、
土
手
を
築
い
て
敵
を
迎
え
撃
つ
土
塁
を
構

築
し
ま
す
。

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
研
究
の
進
展
に
よ
っ

て
、
全
国
で
こ
の
よ
う
な
城
が
調
査
さ
れ
、
城

の
設
計
図
と
も
い
う
べ
き｢

縄な
わ

張ば

り
図｣

が
作

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
全
国
で
は
数

万
の
城
跡
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
全

国
的
な
研
究
団
体
に
は｢

中
世
城じ
ょ
う

郭か
く

研
究
会｣

と
い
う
組
織
や
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
の
時
代

の
城
を
研
究
す
る｢

織し
ょ
く

豊ほ
う

期き

城じ
ょ
う

郭か
く

研
究
会｣

、

朝
鮮
半
島
に
日
本
人
が
築
い
た
、
豊
臣
秀
吉
の

朝
鮮
出
兵
の
と
き
の｢

倭わ

城じ
ょ
う｣

を
研
究
す
る｢

城
郭
談
話
会｣

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
四
百
年
ほ

ど
前
、
第
十
七
代
島
津
義
弘
ら
が
在
番
し
た
韓

国
の
泗し

川せ
ん

新
城
も
有
名
な
城
で
す
。
地
元
の
鹿

児
島
に
も
、
熊
本
・
宮
崎
・
鹿
児
島
三
県
の
城

を
研
究
す
る｢

南
九
州
城
郭
談
話
会｣

が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
研
究
会
の
地
道
な
調
査
に

よ
っ
て
、
今
で
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。

南
九
州
の
山
城
は
、
シ
ラ
ス
台
地
を
削
り
、

深
い
堀
を
設
け
、
建
物
を
建
て
る
平
坦
な
場
所 

鹿
児
島
県
内
に
、
城
跡
は
い
く
つ
あ
る
か
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
数
ざ
っ
と
千
箇
所
で

す
。「
え
っ
、
そ
ん
な
に
あ
る
の
？
」
と
思
わ

れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
一
般
に
城
と
い
う
と
、

（
曲く
る
わ輪

）
を
区
画
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
曲

輪
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ど
こ
が
本
丸
か
分
か
り
に
く
く
、

列
島
中
央
部
（
北
部
九
州
〜
東
北
地
方
南
部
）

の
城
、
本
丸
を
中
心
に
二
の
丸
、
三
の
丸
と
階

段
状
に
な
る
城
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、｢

救き
ゅ
う

心し
ん

構こ
う

造ぞ
う

を
も
た
な
い
館た
て

屋や

敷し
き

型が
た｣

の
城
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

霧
島
市
内
の
城
跡
は
、
昭
和
六
十
二
年
に
刊

行
さ
れ
た
「
鹿
児
島
県
の
中
世
城じ
ょ
う

館か
ん

跡あ
と

」
に
掲

載
さ
れ
た
も
の
や
近
年
の
新
し
く
発
見
さ
れ
た

も
の
も
含
め
る
と
、
旧
横
川
町
七
、
牧
園
町
四
、

霧
島
町
四
、
溝
辺
町
五
、
隼
人
町
二
十
三
、
国

分
市
二
十
六
、
福
山
町
十
箇
所
の
城
跡
が
あ
り

ま
す
。
合
計
で
七
十
九
箇
所
も
あ
る
の
で
す
。

そ
の
う
ち
代
表
的
な
も
の
に
は
、
国
分
平
野
の

中
央
に
聳そ
び

え
、
中
世
に
激げ
き

戦せ
ん

が
あ
っ
た
姫
木
城

が
あ
り
ま
す
。
姫
木
城
は
古
代
隼
人
族
が
立
て

籠こ

も
っ
た
城
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
分
の
城
山
公
園
の｢

隼
人
城｣

も
有

名
で
す
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
そ
の
麓ふ
も
とに
石

垣
の
あ
る
舞
鶴
城
が
築
か
れ
、
い
ざ
と
い
う
時

の
詰
め
城
と
し
て
隼
人
城
が
そ
の
役
割
を
果
た

し
た
の
で
す
。
姫
木
城
・
隼
人
城
と
も
に
石
垣

の
な
い
城
で
す
。

文
責
＝
重

―
石
垣
の
な
い
城―

（千田嘉博 他 1997『城館
調査ハンドブック』より）

人さし指の促通反復療法による神経路の再建／矢印は軽い抵抗、中
抜きの矢印は素早く押すことを意味します。

促通反復による手指の改善と下肢装具による歩行訓練／下肢装具を使用した
歩行（左）は異常が目立ちませんが、下肢装具なしの歩行 ( 右 ) は歩く姿の異
常と不安定さが目立ちます。

（図 3）下肢装具による歩行の改善

下肢装具（＋） 下肢装具（＋）

（図２）促通反復療法による片麻
痺上肢・手指の改善

手
指
グ
レ
ー
ド

（図 1）
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K irishima Information

で
、
双
方
の
話
し
合
い
を
必
ず
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

各
地
区
の
農
地
現
状
に
よ
り
、
標

準
格
差
が
多
少
あ
り
ま
す
。

※�

賃
金
は
平
成
19
年
４
月
か
ら
適
用

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
農
業
委
員
会
事

務
局
☎
（
64
）
０
９
２
９

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の

情
報
案
内
盤
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

今
ま
で
の
電
光
表
示
の
案
内
盤
に

変
わ
り
、
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

型
の
大
型
表
示
盤
を
総
合
案
内
所
背

面
と
、
２
階
の
国
分
公
民
館
前
に
設

置
し
ま
し
た
。

庁
舎
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
や
施
設
案

内
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
画
面
に
よ

る
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
や
各

地
区
で
開
催
さ
れ
る
催
し
物
を
静
止

画
や
動
画
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
来
庁
の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�
問
い
合
わ
せ
先
＝
情
報
政
策
課
☎

（
64
）
０
９
３
３

４
月
１
日
か
ら

児
童
手
当
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た

急
速
な
少
子
化
の
進
行
な
ど
を
踏

ま
え
、
若
い
子
育
て
世
帯
な
ど
の
経

済
負
担
の
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら
、

３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
養
育
者
に
対

す
る
児
童
手
当
の
額
が
出
生
順
位
に

関
わ
ら
ず
一
律
月
額
１
０
、０
０
０

円
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
３
歳
以
上
の
児
童
の
手
当

額
、
支
給
対
象
年
齢
お
よ
び
所
得
制

限
限
度
額
は
現
行
ど
お
り
で
す
。

●
３
歳
未
満

　
（
３
歳
の
誕
生
月
ま
で
）

・
第
１
子
、
第
２
子
（
倍
増
）

　

�【
現
行
】
月
額
５
、０
０
０
円
→

　
【
改
正
】
１
０
、０
０
０
円

・�

第
３
子
以
降
（
現
行
ど
お
り
）

　

月
額
１
０
、０
０
０
円

●
３
歳
以
上

・�

第
１
子
、
第
２
子
（
現
行
ど
お
り
）

月
額
５
、０
０
０
円

・�

第
３
子
以
降
（
現
行
ど
お
り
）

　

月
額
１
０
、０
０
０
円

※�

今
回
の
改
正
で
、
特
に
手
続
き
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

今
回
の
改
正
は
平
成
19
年
４
月
分

か
ら
適
用
さ
れ
、
最
初
の
支
給
は

６
月（
平
成
19
年
２
月
～
５
月
分
）

に
な
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
児
童
福
祉
課
児

童
家
庭
係
☎
（
64
）
０
９
９
１

バ
ン
ガ
ロ
ー
・

貸
し
テ
ン
ト
の
予
約
受
付

●
国
分
キ
ャ
ン
プ
海
水
浴
場

毎
年
７
、
８
月
の
２
か
月
間
、
国

分
キ
ャ
ン
プ
海
水
浴
場
を
開
設
し
ま

す
。
期
間
中
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
、
貸
し

テ
ン
ト
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・�
受
付
期
間
＝
６
月
１
日
（
金
）
～

８
月
31
日
（
金
）

※
６
月
１
日
は
現
地
で
の
み
受
付

・�

受
付
時
間
＝
【
６
月
】
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
毎
週
月
曜
日
は
休

園
日
）【
７
・
８
月
】
午
前
９
時

～
午
後
６
時
（
休
園
日
な
し
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分

キ
ャ
ン
プ
海
水
浴
場
管
理
事
務
所

☎
（
45
）
１
５
５
０

●
黒
石
岳
森
林
公
園

黒
石
岳
森
林
公
園
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
、

貸
し
テ
ン
ト
の
予
約
を
随
時
受
付
け

て
い
ま
す
が
、
７
、
８
月
の
２
か
月

間
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
・
貸
し
テ
ン
ト
の

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・�

受
付
時
間
＝
【
６
月
】
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
毎
週
火
曜
日
は
休

園
日
）【
７
・
８
月
】
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
休
園
日
な
し
）

※�

た
だ
し
、
７
・
８
月
以
外
の
月
の

予
約
は
随
時
し
て
い
ま
す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
黒
石
岳

森
林
公
園
管
理
事
務
所
☎
（
49
）

３
６
８
８

作
業
な
ど
の
標
準
雇
用
賃
金
を
設
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
市

内
に
お
け
る
標
準
雇
用
賃
金
は
、
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
標
準
は
あ
く
ま
で
も
目
安
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
も
の
で
す
の

お
知
ら
せ

平
成
19
年
度

農
作
業
標
準
雇
用
賃
金

昨
年
度
ま
で
各
地
区
に
お
い
て
農

市からの
お知らせや
募集などの
情報をお届けします。
詳細な情報は掲載されている問い
合わせ先に、ご連絡ください。

◎霧島市からのお知らせ

税
金
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

今
月
は
固
定
資
産
税
１
期
、
軽
自

動
車
税
の
納
付
月
で
す
。
納
期
限
は

５
月
31
日
（
木
）
で
す
。
口
座
振
替

の
振
替
日
は
５
月
25
日
（
金
）
で
す
。

※�

市
税
な
ど
の
納
付
は
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
収
納
課
☎

（
64
）
０
８
９
２

募　

集

第
１
回
き
り
し
ま

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
募
集

高
屋
山
上
陵
の
歴
史
探
検
と
上
床

公
園
の
自
然
の
中
で
風
景
版
画
を
作

製
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
版
画
は
官
製

は
が
き
の
大
き
さ
な
の
で
、
自
作
絵

は
が
き
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

・�

日
時
＝
５
月
20
日
（
日
）
午
前
９

時
30
分
～
午
後
２
時
（
受
付
は
午

前
９
時
～
）

・�

対
象
＝
市
内
の
小
学
校
５
年
生
～

中
学
生
70
人

・�

場
所
＝
溝
辺
公
民
館
（
上
床
公
園

内
）

・�

必
要
な
も
の
＝
参
加
費
１
０
０
円

（
材
料
代
の
一
部
）、
弁
当
、
飲
み

物
、
彫
刻
刀
、
筆
記
用
具

・�

申
込
締
切
＝
５
月
17
日
（
木
）
午

後
５
時

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
溝
辺
出

張
所
教
育
振
興
課
☎
（
58
）
３
３

育
児
応
援
隊
み
ん
み
ん

参
加
者
募
集

・�
日
時
＝
毎
月
第
３
火
曜
日
（
原
則
）

午
前
10
時
～

・
場
所
＝
富
隈
自
治
公
民
館

・�

対
象
＝
隼
人
町
在
住
の
子
ど
も
と

保
護
者

・
参
加
費
＝
年
間
１
、０
０
０
円

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
富
隈
自

治
公
民
館
☎
（
43
）
１
０
４
８

イ
ベ
ン
ト

映
画「
俺
は
、君
の
た
め
に
こ
そ

死
に
に
い
く
」
上
映
会

昭
和
20
年
、
知
覧
。「
特
攻
の
母
」

鳥
濱
ト
メ
が
明
か
し
た
真
実
の
物
語
。

・�

日
時
＝
５
月
20
日
（
日
）
午
前
11

時
～
、
午
後
２
時
30
分
～
、
午
後

６
時
30
分
～
（
３
回
上
映
）

・�

料
金
＝
大
人
１
、
８
０
０
円
、
大

学
・
高
校
生
１
、５
０
０
円
、
小
・

中
学
生
、シ
ニ
ア
（
60
歳
以
上
）
１
、

０
０
０
円
、

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
ミ
ッ
テ

10
☎
０
９
９（
８
１
２
）６
６
６
２

お
詫
び
と
訂
正

広
報
誌
４
月
号
７
ペ
ー
ジ
「
霧
島

市
の
組
織
と
主
な
業
務
」
の
「
本
庁
」

欄
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

【
訂
正
前
】
教
育
部
→
【
訂
正
後
】

教
育
委
員
会
事
務
局

９
１

公
民
館
短
期
講
座
募
集

・�

講
座
名
＝
「
暮
ら
し
の
中
の
法
律

豆
知
識
」（
原
則
第
１
・
第
３
木
曜�

日
・
５
回
コ
ー
ス
）〈
受
講
料
無
料
〉

・
定
員
＝
30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

・
開
講
日
＝
６
月
７
日
（
木
）

・
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

　

分　
・
場
所
＝
国
分
公
民
館
大
会
議
室

・
講
師
＝
持
留
健
二
氏（
行
政
書
士
）

・�

内
容
＝
法
の
仕
組
み
、
遺
言
・
相

続
の
仕
組
み
、
暮
ら
し
の
ト
ラ
ブ

ル
対
処
法
、
交
通
事
故
被
害
の
救

済
な
ど

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
生
涯
学

習
課
☎
（
64
）
０
９
２
６

「
き
り
し
ま
歴
史
散
歩
」

参
加
者
募
集
！

今
年
度
は
全
10
回
の
史
跡
め
ぐ
り

を
実
施
し
ま
す
。
第
１
回
目
は
国
分

地
区
で
、
島
津
義
久
ゆ
か
り
の
地
を

歩
き
ま
す
。

・�

日
時
＝
５
月
26
日
（
土
）
午
前
９

時
～
12
時
30
分　

※
小
雨
決
行

・�

集
合
場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー
（
午
前
９
時
）

・
対
象
＝
小
学
生
以
上

・
定
員
＝
80
人

・�

参
加
費
＝
１
０
０
円
（
資
料
代
・

保
険
料
）

・�

見
学
場
所
＝
義
久
の
墓
、
義
久
夫

人
の
墓
ほ
か
約
８
㌔

・�

申
込
方
法
＝
文
化
振
興
課
へ
直
接

お
出
で
い
た
だ
く
か
、
電
話
に
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・�

申
込
期
間
＝
５
月
16
日
（
水
）
～

23
日
（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
振
興
課
文

化
財
係
☎
（
64
）
０
９
９
０

ボ
デ
ィ
リ
セ
ッ
ト
ヨ
ー
ガ
＆

ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

・�

期
間
＝
５
月
15
日
～
７
月
17
日（
火

曜
・
10
回
）
午
前
10
時
30
分
～

・
場
所
＝
溝
辺
体
育
館

・
対
象
＝
18
才
以
上
（
定
員
30
人
）

・�

受
講
料
＝
１
回
８
０
０
円
、
回
数

券
（
10
回
）
７
、２
０
０
円

・
受
付
＝
５
月
８
日
（
火
）
～

※
託
児
所
が
あ
り
ま
す

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
溝
辺
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
☎（
58
）

２
４
５
１

国
分
運
動
公
園
か
ら

●
児
童
サ
ッ
カ
ー
教
室

・�

日
時
＝
６
月
２
日
～
７
月
28
日（
毎

週
土
曜
・
８
回
）
午
後
２
時
～

・
場
所
＝
多
目
的
屋
内
運
動
場

・�

対
象
＝
小
学
校
４
～
６
年
生
（
定

員
30
人
）

・
参
加
費
＝
２
、５
０
０
円

・
受
付
＝
５
月
15
日
（
火
）
～

●�

ボ
デ
ィ
リ
セ
ッ
ト
ヨ
ー
ガ
＆
ピ
ラ

テ
ィ
ス

・�

日
時
＝
５
月
26
日
～
７
月
14
日（
毎

週
土
曜
・
８
回
）
午
後
２
時
～

・
場
所
＝
国
分
武
道
館

・
対
象
＝
成
人
（
定
員
＝
30
人
）

・
参
加
費
＝
３
、２
０
０
円

・
受
付
＝
５
月
15
日
（
火
）
～

●
児
童
テ
ニ
ス
教
室

・�

日
時
＝
５
月
26
日
、
６
月
９
日
、

16
日
、
23
日
（
土
曜
・
４
回
）

・�

コ
ー
ス
＝
【
未
経
験
者
】
午
前
10

時
～
、【
経
験
者
（
２
年
未
満
）】

午
前
11
時
30
分
～

・
場
所
＝
多
目
的
屋
内
運
動
場

・
対
象
＝
小
学
生
（
定
員
各
10
人
）

・
参
加
費
＝
１
、６
０
０
円

・
受
付
＝
５
月
10
日
（
木
）
～

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
体

育
館
事
務
所
☎
（
46
）
４
３
９
８

国
分
総
合
プ
ー
ル
か
ら

●
親
子
ふ
れ
あ
い
ベ
ビ
ー
教
室

・�

日
時
＝
５
月
23
日
～
７
月
11
日（
水

曜
日
）
午
後
１
時
～

・�

対
象
＝
生
後
６
か
月
よ
り
３
歳
未

満
の
乳
児
と
親
（
定
員
＝
15
組
）

●
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室

・�

期
日
＝
５
月
20
日
～
７
月
８
日（
毎

週
日
曜
）

・�

コ
ー
ス
＝
【
幼
児
（
３
～
５
才
）】

午
前
10
時
30
分
～
、【
小
学
生
】

12
時
～
（
定
員
＝
各
20
人
）

・
受
付
＝
５
月
10
日
（
木
）
～

・
受
講
料
＝
３
、２
０
０
円

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
総

合
プ
ー
ル
☎
（
46
）
９
４
０
０

　　　　10a あたり、 単位：円

作　　業　　内　　容 金　　　　　　額

耕 耘 耕起のみ 6,000 〜 7,500
耕起から代かきまで 15,000 〜 20,000

田 植 え

育苗から植付け 一　般　用 18,000 〜 20,000
施　肥　用 20,000 〜 22,000

植 付 け 一　般　用 7,000 〜 9,000
施　肥　用 9,000 〜 11,000

人夫賃金 5,500 〜 6,500

畦 塗 り 畦 塗 機 基盤整備地内 40/1m
基盤整備地外 60/1m

薬剤散布 粉 粒 剤 3,000（農薬代含まず）
水 和 剤 4,000（農薬代含まず）

刈 取 り
バインダー（紐つき） 7,000 〜 12,000
コンバイン刈り 17,000 〜 20,000（倒伏は３割増）
コンバイン乾燥 500/30kg

脱 穀 コンバイン 1 袋 400 〜 550（結束機付は 3,000 〜 4,000 増）
その他の
農 作 業

実働 8 時間（食事なし） 5,500 〜 6,500
摘採人夫 5,500 〜 6,500

畑 作 業

ロータリー耕耘 4,000 〜 6,000
ロータリー耕耘 ( イタリアン後 ) 6,000 〜 7,000
マルチ作業 1,100 ／畝立マルチ１本 200m

刈 取 り 飼　料 3,000 〜 4,000
コーンハーベスター 10,000

反 転 集 草 イタリアン (1 回反転 ) 1,500 〜 2,000

梱 　 包

へーべーラー
（長さ 70cm） １個　 130 〜 150

ロールべーラー
ラッピング（100 × 100) １個　2,000 〜 2,500
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声
「
霧
島
東
神
社
」
と
か
、焼
酎
「
霧
島
」

な
ど
が
あ
り
、市
内
に
は
「
霧
島
町
」

の
町
名
も
あ
り
ま
す
。
霧
島
屋
久
国

立
公
園
で
屋
久
が
付
く
か
ら
若
干
鹿

児
島
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
も
知
れ

な
い
が
屋
久
が
な
け
れ
ば
、
霧
島
は

宮
崎
と
鹿
児
島
で
は
五
分
五
分
の
イ

メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
。
鹿
児
島
空
港
が

九
州
以
外
か
ら
見
て
霧
島
と
は
ナ
ン

セ
ン
ス
と
思
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
、

霧
島
神
宮
駅
付
近
で
市
役
所
は
ど
こ

に
あ
る
か
探
す
か
た
も
あ
る
で
し
ょ

う
か
ら
、
霧
島
市
を
全
国
的
に
ど
う

Ｐ
Ｒ
す
る
か
が
課
題
で
あ
る
と
お
も

い
ま
す
。（
ひ
ょ
っ
と
こ
じ
じ
ー
69

歳
男
性
）

●

霧
島
市
は
、
山
、
川
、
海
の
自
然

に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
と
同
時
に
、

世
界
に
誇
れ
る
企
業
も
立
地
し
た
魅

力
あ
る
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
市
と

し
て
は
、
こ
れ
か
ら
全
国
に
世
界
に

「
霧
島
市
」
を
ど
う
発
進
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
が
重
要
課
題
の
一
つ

だ
と
認
識
し
て
い
る
こ
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　

毎
月
「
広
報
き
り
し
ま
」
を
送

つ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
は
、
横
川
町
の
出
身
で
終
戦
ま
で

外
地
で
暮
ら
し
、
引
揚
げ
て
か
ら
は
、

鹿
児
島
市
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

両
親
が
な
く
な
っ
て
か
ら
も
生
ま
れ

所
在
の
こ
と
が
忘
れ
な
く
て
、
横
川

町
の
広
報
誌
を
送
っ
て
貰
い
ま
し
た
。

横
川
も
人
口
が
激
減
し
元
気
が
な
い

よ
う
に
思
っ
て
い
た
ら
霧
島
市
と
し

て
合
併
し
て
、
ま
た
、
少
し
ず
つ
元

気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で

ほ
っ
と
し
て
ま
す
。
今
後
も
、
続
け

て
「
広
報
き
り
し
ま
」
を
読
ま
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
鹿
児
島
市
Ｔ
・
Ｔ
90
歳
女
性
）

●

生
ま
れ
故
郷
の
横
川
町
時
代
か
ら

広
報
誌
を
懐
か
し
く
読
ん
で
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在

の
「
広
報
き
り
し
ま
」
は
住
民
参
加

型
で
読
ん
で
い
た
だ
く
か
た
に
親
し

み
の
あ
る
広
報
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
楽
し
み
に
し
て
く
だ

さ
い
。昨

年
引
っ
越
し
て
来
て
、
半
年

が
た
ち
ま
し
た
。
早
く
地
域

の
こ
と
や
人
々
の
こ
と
も
知
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
「
広
報
き

り
し
ま
」
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
細
か

く
目
を
通
し
て
い
ま
す
が
、
地
名
や

施
設
な
ど
場
所
が
ピ
ン
と
こ
な
く
い

つ
も
地
図
で
確
認
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
余
隅
で
も
良
い
で
す
が
、

大
ま
か
な
地
域
に
分
か
れ
た
分
布
図

に
色
を
い
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
豊
富
な
話
題

を
期
待
し
て
い
ま
す
。（
な
ご
み
の

花
43
歳
女
性
）

●

「
広
報
き
り
し
ま
」
を
楽
し
く
読

ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
引
っ
越
さ
れ
て
か
ら
半
年
で

す
ね
。
広
報
誌
の
誌
面
の
都
合
に
よ

り
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
場

合
に
よ
っ
て
は
地
図
な
ど
で
お
示
し

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
霧
島
市
は
、

合
併
し
て
県
下
で
２
番
目
に
広
い
面

積
が
あ
り
ま
す
、
時
間
な
ど
を
見
つ

け
て
、
市
内
の
施
設
を
見
学
さ
れ
た

ら
、
新
し
い
発
見
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

●

こ
の
ほ
か
に
７
通
の
お
便
り
が
あ

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
と
は
５
人
の
か
た

に
配
送
し
ま
し
た
。

※�

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢

な
ど
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

「
読
者
の
声
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

皆
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
声
を
ハ
ガ

キ
で
ま
っ
て
い
ま
す
。
お
便
り
を
く

だ
さ
っ
た
か
た
の
中
か
ら
毎
月
抽
選

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。
今

ま
で
に
、コ
ン
サ
ー
ト
・
公
演
チ
ケ
ッ

ト
や
農
産
加
工
品
、
特
産
品
な
ど
の

提
供
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
も
新
た
な
、
商
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
提
供
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

広
報
広
聴
課
☎
（
64
）
０
９
５
５
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

c
o

m
m

u
n

i
t

y

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
兵
庫

県
か
ら
遊
び
に
来
た
め
い

と
一
緒
に
霧
島
路
を
ド
ラ
イ
ブ
し
ま

し
た
。
市
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
二
人

で
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が
ら
み
て
、
霧

島
神
宮
か
ら
ア
ー
ト
の
森
へ
、
途
中

お
し
ゃ
れ
な
店
で
ラ
ン
チ
を
食
べ
た

り
、
帰
り
に
地
元
の
陶
芸
店
で
器
を

見
せ
て
い
た
だ
き
、
親
切
に
コ
ー

ヒ
ー
や
手
づ
く
り
ケ
ー
キ
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
満
足
の
一
日
で
し
た
。

め
い
は
、
緑
の
美
し
さ
に
感
動
し
、

ま
た
霧
島
の
夏
を
遊
び
に
行
く
予
定

で
す
。（
春
野
イ
チ
ゴ
47
歳
女
性
）

●

め
い
子
さ
ん
と
新
緑
の
き
れ
い
な

霧
島
路
を
満
喫
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
ね
。
旅
先
で
親
切
に
し
て
も
ら
う

と
気
分
も
最
高
で
す
よ
ね
。
次
回
も
、

春
と
は
ま
た
趣
の
違
う「
夏
の
霧
島
」

を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
Ｓ
放
送
の
「
お
ー
い
、
ニ
ッ

ポ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
」（
響
け
！

ふ
る
さ
と
ラ
プ
ソ
デ
ー
）
で
最
後
の

ほ
う
に
阿
波
お
ど
り
を
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
第
９
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
あ

わ
せ
た
踊
連
が
放
映
さ
れ
た
。「
お

は
ら
節
」
や
「
ハ
ン
ヤ
節
」
で
も
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

霧
島
市
で
開
催
さ
れ
る
祭
で
も
で
き

な
い
も
の
か
と
愚
案
し
ま
し
た
。（
こ

く
ぶ
の
ｋ
２
57
歳
男
性
）

●

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ど
こ
も
斬

新
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
ね
。
霧
島
市
で
開
催
さ
れ

て
い
る
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、

特
に
夏
祭
り
な
ど
で
、
今
後
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

仕
事
帰
り
に
年
配
の
女
性
が
、

道
路
の
傍
ら
で
右
手
に
は

赤
い
袋
、
左
手
に
は
透
明
な
袋
を

持
っ
て
何
や
ら
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
る

様
子
で
し
た
。
そ
の
か
た
に
遭
う
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
と
き
の
こ
と
を
尋

ね
た
ら
、「
仕
事
の
あ
き
時
間
に
道

路
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
や
空
き

缶
な
ど
を
拾
っ
て
い
る
」
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
車
中
か
ら
ゴ
ミ
や

空
き
缶
を
ポ
イ
捨
て
し
て
い
る
人
が

い
る
中
、
本
当
に
感
心
す
る
こ
と
で

し
た
。（
動
物
す
き
お
ば
さ
ん
50
歳

女
性
）

●

市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
市
民
の
か
た

扌点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

が
た
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ゴ
ミ
拾
い

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
姿
を
見
る

に
つ
け
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
反

面
、
平
気
で
ゴ
ミ
を
ポ
イ
捨
て
し
て

い
る
の
を
見
る
と
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。
き
れ
い
な
街
、
き
れ
い
な
道
路

こ
そ
「
霧
島
市
」
の
姿
で
す
。
ひ
と

り
一
人
が
ゴ
ミ
の
な
い
ま
ち
を
心
掛

け
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

３
月
の
あ
る
日
、
国
分
高
校
生

が
言
葉
遣
い
に
つ
い
て
南

日
本
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
の
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な

く
、大
人
で
さ
え
も
正
し
い
言
葉（
敬

語
）
を
使
え
な
い
人
が
い
ま
す
。
自

分
の
子
ど
も
に
対
し
チ
ャ
ン
・
君
、

主
人
に
お
父
さ
ん
、
子
ど
も
に
お
兄

ち
ゃ
ん
・
お
姉
ち
ゃ
ん
と
話
す
人
の

多
い
こ
と
。
子
ど
も
は
大
人
の
躾
し
つ
け
に

よ
っ
て
成
長
す
る
も
の
で
す
。
大
人

が
使
え
な
く
て
子
ど
も
が
使
え
る
は

ず
は
な
い
で
す
。
他
人
に
話
す
と
き

聞
く
と
き
は
、
い
い
気
持
ち
は
し
ま

せ
ん
（
家
庭
内
で
は
別
）
お
願
い
で

す
。
正
し
い
敬
語
の
使
い
か
た
を
市

報
に
の
せ
て
ほ
し
い
で
す
。（
ボ
ケ

の
始
ま
っ
た
老
女
79
歳
女
性
）

●

言
葉
は
時
代
と
と
も
に
使
い
方
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
敬
語

の
根
底
と
し
て
あ
る
の
は
、「
人
を

尊
重
す
る
心
や
人
を
大
切
に
思
う

心
」
を
忘
れ
な
い
で
使
い
た
い
も
の

で
す
ね
。

参
加
し
ま
し
た
、「
花
は
き
り

し
ま
」
菜
の
花
ウ
ォ
ー
ク

は
、
と
て
も
お
だ
や
か
な
良
い
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
自
然
を
い
っ
ぱ
い
感

じ
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
多
く
の
人
や
市
長
さ
ん

も
参
加
さ
れ
て
驚
き
で
し
た
が
、
良

い
交
流
が
も
て
た
と
思
い
ま
す
。
完

歩
し
て
か
ら
の
「
豚
汁
」
が
と
て
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の

か
た
が
た
に「
お
疲
れ
さ
ま
」と「
あ

り
が
と
う
」
を
言
い
た
く
て
。（
モ

ゼ
36
歳
女
性
）

●

当
日
は
、
絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
和
で
し
た
ね
。
辺
り
一
面
満
開
の

菜
の
花
畑
の
中
で
、
地
域
の
か
た
と

の
交
流
が
で
き
、
ゴ
ー
ル
で
は
「
豚

汁
」
が
味
わ
え
て
良
か
っ
た
で
す
ね
。

他
の
地
区
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
も

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

桜
島
と
言
え
ば
全
国
的
に
み

て
鹿
児
島
と
直
感
す
る
で

し
ょ
う
が
、
富
士
山
は
静
岡
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
は
ず
で
す
。
我
が
霧

島
市
も
全
国
的
に
鹿
児
島
県
か
宮
崎

県
だ
ろ
う
か
と
迷
っ
て
い
る
の
で
は

と
察
し
て
い
ま
す
。
宮
崎
県
側
に
は
、

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
広報広聴課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.32/2007.5）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

ツクシヒトツバテンナンショウ（さといも科）

お便りをくださったかたの中から
ＮＨＫ交響楽団トップメンバーに
よるブラスアンサンブルコンサー
トチケットを10人のかたにプレ
ゼント。応募締め切りは５月22日
（火）当日消印有効です。当選の
発表は、商品の発送をもってかえ
させていただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の身近な事、何でも好きなことを書いてく
ださい。

おたより
待ってます
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安
心
で
安
全
な
ま
ち

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

扌点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

合
併
前
の
１
市
６
町
合
計
の
犯

罪
率
は
県
内
で
最
も
高
い
数
字
で

し
た
。
し
か
し
、
合
併
後
の
数
字

は
鹿
児
島
市
に
次
い
で
２
番
目
に

下
が
り
、
平
成
16
年
度
と
昨
年
度

の
犯
罪
件
数
を
比
較
し
て
も
約
４

０
０
件
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の

大
き
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
発
足
で
す
。

私
は
安
心
で
安
全
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
目
指
す
た
め
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

の
発
足
を
呼
び
掛
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
自
治
公
民
館
組
織
を

中
心
に
企
業
や
消
防
団
、
自
衛
隊
、

郵
便
局
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
や

各
団
体
の
ご
協
力
に
よ
り
66
団
体

の
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
発

足
し
、
６
、２
１
５
人
が
隊
員
と

し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
３
月
に
は
市
内
75

か
所
に
安
全
灯
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
犯
罪
発

生
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
そ

の
成
果
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

市
役
所
で
も
今
月
中
に
は
一
部

職
員
で
結
成
し
て
い
る
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
を
全
職
員
に
広
げ
て
い

く
予
定
で
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
や

警
察
、
各
団
体
の
皆
さ
ん
と
一
体

と
な
っ
て
防
犯
に
努
め
、
日
本
一

安
心
で
安
全
な
ま
ち
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
婚
と
同
時
に
故ふ
る
さ
と郷
大
分
市
か
ら

隼
人
へ
。
国
分
の
会
社
に
勤
め
る
夫

も
福
岡
出
身
で
、
親
戚
・
知
人
一
人

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。「
一
か
ら
家
庭

を
築
い
て
い
く
ん
だ
。
子
ど
も
が
で

き
た
ら
こ
こ
が
故
郷
に
な
る
の
だ
か

ら
夫
婦
で
し
っ
か
り
こ
の
地
に
根
を

下
ろ
さ
な
く
て
は
」。
決
死
の
覚
悟
で

や
っ
て
来
ま
し
た
が
、
ご
近
所
の
皆

さ
ん
に
温
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ

き
、
拍
子
抜
け
す
る
く
ら
い
順
調
に

ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
。
霧
島
市
の

中
で
も
隼
人
・
国
分
は
「
ソ
ニ
ー
・

京
セ
ラ
・
自
衛
隊
」
の
関
係
か
、
地

元
の
か
た
が
た
が
他
県
出
身
者
を
受

け
入
れ
慣
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
一
番
心
配
だ
っ
た

言
葉
の
壁
も
同
世
代
は
ほ
ぼ
標
準
語

（
？
）
で
大
丈
夫
で
し
た
。
さ
ら
に
親

子
で
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
鹿

児
島
県
民
生
協
（
現
コ
ー
プ
か
ご
し

ま
）
と
鹿
児
島
医
療
生
協
の
運
営
委

員
に
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
私
の
仲

良
し
作
り
大
作
戦
の
第
２
ス
テ
ー
ジ

が
一
気
に
加
速
・
拡
大
し
て
い
き
ま

し
た
。
子
ど
も
が
就
園
・
就
学
す
る

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
う
第
３
ス
テ
ー
ジ
が

始
ま
り
、
私
の
マ
シ
ン
ガ
ン
ト
ー
ク

も
確
立
、
忙
し
く
も
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
い
る
う
ち
に
18
年
経
ち

ま
し
た
。
今
で
は
知
り
合
い
の
数
で

は
完
全
に
夫
に
勝
っ
て
い
ま
す
。

我
が
子
は
３
人
。
男
（
高
３
）、
男

（
中
３
）、
女
（
小
４
）、
小
野
小
学
校

が
母
校
で
す
。
エ
コ
ク
ラ
ブ
（
残
念

な
が
ら
今
は
な
い
）
で
天
降
川
の
水

質
調
査
、
嘉
例
川
の
し
い
た
け
山
探

検
、
合
鴨
米
作
り
な
ど
、
こ
の
地
の

自
然
の
豊
か
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

親
子
読
書
会
に
は
発
足
時
か
ら
参
加

し
て
絵
本
の
世
界
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
３
年
前
、
隼
人
町
立
図
書
館
主

〈随ずいそう想〉

催
で
始
ま
っ
た
「
隼
人
お
は
な
し
王

国
」
で
は
会
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
お
手
伝
い
。
今
年
度
は
霧
島
市

全
体
で
取
り
組
む
と
か
。
そ
の
と
き

は
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

ね
。
ま
た
、
小
野
校
区
に
は
青
少
年

健
全
育
成
に
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組

む
「
小
野
里
み
の
り
会
」
活
動
が
あ

り
ま
す
。
年
３
回
ほ
ど
、
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
・
小
鳥
や
小
浜
海
岸
で
の
海

遊
び
・
昔
の
お
正
月
遊
び
・
竹
馬
作

り
な
ど
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
・
先

生
が
た
・
親
子
の
触
れ
合
い
の
場
で

す
。
実
家
か
ら
遠
く
離
れ
て
暮
ら
す

我
が
家
の
よ
う
な
家
庭
に
は
と
て
も

あ
り
が
た
い
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
世
界
で
も

平
成
18
年
度
に
「
霧
島
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
小
・

中
・
高
校
合
わ
せ
て
53
校
、
児
童
・

生
徒
数
１
５
、
３
８
３
人
、
会
員
数

１
３
、
７
５
８
の
大
所
帯
で
す
。
私

も
役
員
の
一
人
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、

前
述
の
仲
良
し
作
り
大
作
戦
第
４
ス

テ
ー
ジ
は
霧
島
市
全
土
（
？
）
に
達

し
ま
し
た
。
旧
１
市
６
町
お
の
お
の

に
大
切
に
育
て
て
き
た
行
事
や
進
め

方
が
あ
り
、
役
員
も
皆
、
我
が
子
の

学
校
と
地
域
に
熱
い
想
い
を
持
つ

面
々
で
す
か
ら
、
す
べ
て
が
試
行
錯

誤
で
し
た
が
と
て
も
楽
し
く
、
学
ぶ

事
ば
か
り
で
し
た
。
ま
さ
に
子
育
て

と
同
じ
で
、「
霧
島
市
Ｐ
連
」
も
生
ま

れ
て
一
年
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

事
を
乗
り
越
え
な
が
ら
成
長
し
て
い

く
の
で
し
ょ
う
。
私
も
あ
と
９
年
も・

会
員
で
す
。
フ
ァ
イ
ト
！
ち
な
み
に

役
員
会
が
盛
り
上
が
る
と
、
か
ご
っ

ま
弁
が
優
勢
に
な
り
、
県
外
出
身
組

は
「
？
？
？
」
市
内
出
身
者
に
通
訳

を
頼
む
と
「
私
に
も
わ
か
ら
な
い
…
」。

霧
島
市
の
広
さ
を
痛
感
し
ま
す
。

こ
う
し
て
み
る
と
改
め
て
「
遠
く

の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
」「
人
は
人

の
中
で
育
つ｣

の
日
々
だ
っ
た
な
ぁ

と
感
慨
深
い
で
す
。
気
候
も
温
泉
も

そ
し
て
人
情
も
温
か
い
こ
の
地
が
大

好
き
で
す
。
皆
さ
ん
今
ま
で
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Profile

（写真）	生活空間に溶け込んだ桜がお気に入り（隼人町真孝地区）

ＮＨＫ交響楽団トップメンバーによるブラスアンサンブルコン
サートが、６月18日（月）午後７時から霧島市民会館で開催さ
れます。入場料は一般2,500円、高校生以下1,000円、親子券
3,000円です。今回はそのチケットをプレゼントします。
◎�問い合わせ先＝霧島市文化振興課　☎（64）0990

ブラスアンサンブル
コンサートチケットを
プレゼントします。

これからも よろしく
◎堤  明美

つつみ あけみ(45)／(隼
人町小田在住）1962年大
分市生まれ。小学校教諭
として５年間勤務後、結
婚退職と同時に1989年５
月隼人町へ。現在コープ
かごしま霧島エリアサ
ポーター。趣味は韓流。

持松小学校では特認校制度で入学した１年生を、地域の人も入学式
に出席し歓迎した。奉仕作業や運動会にも積極的に参加してくれ

るという。こんな風潮からか子どもたちはとても人なつっこい。取材に行っ
た私たちにもいろいろ話しかけてくれた。そのよさを伸ばしてほしいな（あ）

今年の転入教職員は１９２人。合併前、私が住む地区では１０数人、
１０倍以上だ。宣誓式では全員が紹介された。今後、取材でお世

話になると思い、名前と顔を必死に覚えようとしたが７人目で断念、多す
ぎた…。１９２人の皆さん、霧島市の良さをいっぱい満喫してください（み）

「あっ」という間に１か月が過ぎようとしています。先日の霧島連山の
なごり雪のすばらしいこと。霧島の山々に登るようになって２５年

が経過。覚えている限り一番遅い雪景色だったと思う。あんなきれいな
連山の風景はお目にかかれないかもね。山に登れなかったのが残念（な）

「霧島茶」有名にしたいですね。ところで｢こん茶はぬりど｣とやけ
どするほど熱くないとお茶じゃないと思っていませんか。好みの入

れ方があるようですが、上質茶は70度、それなりのお茶は80度と適温
があるそうですよ。うちのお茶ですか。もちろん100度です。あっちー（た）

◎人口／127,941人（－420）
男性／ 61,704人（－344）
女性／ 66,237人（－ 76）
出生 105人／死亡 121人
転入1,208人／転出1,596人
◎世帯数／56,117世帯（－112）

（平成19年４月1日現在）

市　章
霧島連山と「Ｋ」がモチーフ。
上から「花は霧島」の花と夢と元気と霧
島連山。
みどりで山 と々豊かな平野部。
紺で水清き天降川。
下の紺で波静かな錦江湾。
全体に躍動感をつけて雄大な自然と市
民が融合し世界へ躍進する霧島市を表
現しています。

5 PRESENTS

E
D

IT
O

R
'S

◎
今
月
の
表
紙

一
番
茶
刈
り
取
り
直
前
の
茶
畑
で
冷
え
込
み
に
よ
っ
て

新
芽
が
霜
の
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
散
水
す
る
模
様

を
収
め
た
。
こ
の
時
期
に
し
て
は
大
変
珍
し
く
霧
島
連

山
が
前
日
冠
雪
し
、
高
千
穂
峰
か
ら
昇
る
朝
日
に
照

ら
さ
れ
た
光
景
を
脳
裏
に
焼
き
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
日
は
空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
青
空
、
霧
島
連
山
の

冠
雪
、
眩ま
ぶ

し
い
新
緑
を
満
喫
す
る
最
高
の
日
で
あ
っ
た
。

4月19日午前6時12分
溝辺町三縄（木佐貫原）
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